
ひと・まち★きらり　

すう広報

大島
お

ふるさとに響く渾身のサウンド
　4 月 1 日、2 日の両日、久賀出身で駒澤大学附属苫小牧高校吹
奏楽局の顧問を務める内本健吾さんが部員 50 名の皆さんと里帰
りされスプリングコンサートを開催。会場にはコンサートを心待
ちにしていた大勢のファンが詰めかけました。全国屈指の強豪校
である同校のコンサートは平成 25 年 8 月以来 3 回目で、町内各
地で計７回のステージを行い、星野先生の兄弟船や周防大島をイ
メージした楽曲などが演奏されたほか、周防大島高校との共演も
行うなど、迫力ある演奏に酔いしれました。（写真円内は内本先生）

　　  ４
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平成 29年度　町長施政方針

平成 29 年３月町議会定例会における町長の施政方針
を要約してお知らせします。

周防大島町長　椎木　巧

　

私
は
、
昨
年
10
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
無
投
票
に

よ
り
３
期
目
の
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
期
の
４
年
間
の
間
に
は
合
併
後
15
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
、
財
政
的
な
優
遇
支
援
が
終
わ
る
こ
と
や
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
な
ど
大
き
な
課
題
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　

私
は
、
周
防
大
島
町
の
２
代
目
の
町
長
と
し
て
、
合
併
当
初

か
ら
の
課
題
で
あ
る
「
財
政
の
健
全
化
」
を
第
一
に
掲
げ
、
行

財
政
改
革
を
推
進
し
、
そ
れ
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
財
源
で
生

活
関
連
施
設
の
整
備
や
防
災
対
策
、
子
育
て
支
援
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、
農
業
、
漁
業
と
町
の
固
有
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な

自
然
や
文
化
と
の
連
携
を
密
に
し
た
観
光
交
流
人
口
１
０
０
万

人
を
目
指
し
、更
に
は
「
交
流
か
ら
定
住
へ
」
を
合
言
葉
に
、『
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
』
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

観
光
交
流
人
口
１
０
０
万
人
構
想
は
、
も
う
少
し
で
手
の
届

く
と
こ
ろ
ま
で
と
な
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
と
地
方
創
生
と

い
う
大
き
な
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
特
に
子
育
て
支
援

や
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
定
住
対
策
に
更
に
積
極
的
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
合
併
に
よ
る
財

政
支
援
が
終
了
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
い
ま
一
度
原
点
に
立
ち
返

り
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
本
年
度
を
第
２
次
の
行
財
政
改
革
元
年
と
位
置
付

け
、
果
敢
な
行
財
政
改
革
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、平
成
29
年
度
に
お
け
る
重
点
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
も
「
定
住
対
策
」、「
防
災
安
全
対
策
」、「
健
康
づ
く
り
」

を
３
本
の
柱
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

重
要
課
題
の
第
一
は
、「
定
住
対
策
」
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
り
ま
す

と
、
本
町
の
人
口
は
１
万
７
１
９
９
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

前
回
調
査
よ
り
１
８
８
５
人
、
９
・
９
％
の
減
と
い
っ
た
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
化
率
は
51
・
９
％
と
な
り
、
全
国
平
均
を
大
き

く
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
「
安

定
し
た
雇
用
の
創
出
」、「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」、「
若

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る
」、「
安
心

な
暮
ら
し
を
守
り
、
連
携
し
た
地
域
の
創
造
」
と
い
う
４
本
の

基
本
目
標
達
成
に
向
け
、
地
元
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
も
移
住

し
て
こ
ら
れ
た
方
も
、誰
も
が
主
役
と
な
れ
る
町
と
な
る
よ
う
、

や
れ
る
こ
と
は
何
で
も
や
る
覚
悟
で
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

第
二
は
「
防
災
安
全
対
策
」
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
生
活

を
確
保
す
る
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
何
よ
り
も

大
切
と
考
え
、
学
校
や
病
院
の
耐
震
化
率
１
０
０
％
の
達
成
、

町
内
全
戸
に
防
災
無
線
個
別
受
信
機
の
設
置
、
ま
た
、
18
カ
所

の
防
災
備
蓄
倉
庫
設
置
な
ど
、
こ
れ
ま
で
防
災
・
減
災
に
関
す

る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
町
は
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
特
別
措
置
法
」に
基
づ
き
、

瀬
戸
内
海
沿
岸
他
市
町
と
と
も
に
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対

策
推
進
地
域
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
熊
本
地
震
や
、
近
年
に
お
け
る
台
風
の
巨
大

化
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
国
内
外
で
頻
繁
に
発

生
す
る
と
い
う
状
況
の
中
、ど
の
よ
う
な
災
害
に
お
い
て
も「
自

助
」
で
あ
る
災
害
へ
の
備
え
、「
共
助
」
で
あ
る
地
域
の
支
え

合
い
と
い
う
、
地
域
防
災
力
の
強
化
と
幅
広
い
対
応
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
を
継
続
し
、「
公
助
」
と
連
携
し

た
「
自
助
」
と
「
共
助
」
に
よ
る
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
地
域
の
絆
を
よ
り
一
層
進
め
、
あ
ら
ゆ

誰 も が 主 役 に な れ る 町
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る
事
故
災
害
に
お
い
て
、
こ
れ
に
万
全
を
求
め
、
町
内
で
ど
の

よ
う
な
災
害
が
起
き
よ
う
と
も「
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い
」

覚
悟
で
臨
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
第
三
と
し
て
、「
健
康
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
り
、
社
会
に
参
画
し
、
い
き
い
き
と
人
生
を
送

る
た
め
に
は
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
で
自
立
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
社
会
の
活
力
の
増
進
や
、
社

会
保
障
費
の
削
減
と
町
民
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
が

積
極
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

行
う
な
ど
疾
病
を
予
防
し
、
健
康
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
り
、　

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、健
診
の
受
診
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、

健
康
づ
く
り
に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
い
、
住
民
と
行
政
が

協
力
し
な
が
ら
、
健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
も

「
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
」
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
健
康
づ
く
り
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
の
全
国
一
律
の
基

準
に
よ
る
支
援
を
、
各
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
実
情
に
応

じ
た
仕
組
み
に
見
直
す
『
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
』
を
新
た
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
皆
様
な
ど
が

主
体
と
な
り
、多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
の
支
え
合
い
体
制
を
強
化
し
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
に

効
果
的
で
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
重
要
課
題
へ
の
取
り
組
み
と
、
私
が
従
来
か

ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
中
心

に
、
総
合
計
画
お
よ
び
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
事
業
は
優
先
的
に

実
施
し
、『
誰
も
が
主
役
に
な
れ
る
町
』
そ
し
て
『
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
町
』
の
実
現
に
向
け
、
積
極
果
敢
に
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
民
各
位
の
な
お

一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

再編交付金で事業を実施しました
　平成 19 年度から「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」第６条の規定により、在日
米軍再編による住民生活の安全に及ぼす影響が増大する市町村に対し、公共施設の整備、住民生活の
利便性向上や産業の振興に寄与する事業を対象に、国から再編交付金が交付されています。周防大島
町には平成２８年度に２億２，７０５万９千円が交付され、次の事業を実施しました。

▲漁港陸閘整備事業（椋野）

▲浮島遊具設置事業（江の浦）

○防災に関する事業
 ・漁港陸閘整備事業（工事：日前地区、椋野地区　設計：
　油田地区）  　　　　　　　　　　　 ３，８６２万６千円
 ・新基準難燃性素材活動服購入事業（周防大島町消防団
　活動服）  　　　　　　　　　　　　 １，６０１万９千円

○教育、スポーツおよび文化の振興に関する事業
 ・学校情報通信機器整備事業（ＩＣＴ設備：町内全小中
　学校）  　　　　　　　　　　　　 　２，２３４万５千円
 ・小学校空調設置事業（工事：明新小学校、森野小学校
　設計：三蒲小学校、油田小学校　）　 　　 ５，２１０万円

○住民の生活の安全の向上に関する事業
 ・周防大島町ＡＥＤ更新事業（町内公共施設等３８箇所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７１１万９千円

○公園および緑地の整備に関する事業
 ・浮島遊具設置事業（設置：江の浦地区）　　　９８５万円

○福祉の増進および医療の確保に関する事業
 ・ちびっ子医療費助成事業基金積立　　　 ４，０００万円
 ・福祉医療費一部負担金助成事業基金積立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４，１００万円
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平 成 29 年 度 当 初 予 算
　合併当初からの最大の課題であった財政の健全化につきましては、徹底した行政改革へ取り組んだ結果、よ
うやく中期的な財政運営に目途が立ったところです。今後も行政の効率化・簡素化に取り組みつつ、「誰もが
主役になれる町」そして、「幸せに暮らせる町づくり」の実現に向けて事業に取り組んでまいります。
　平成 29 年度の予算については、どのような財政環境の変化にも耐えうる、持続可能な行財政運営に取り組
んでいくことを意識しながら、引き続き「ひと」や「しごと」の流れを定住に繋げる「定住対策」、実効性の
ある自主防災組織を拡充する「防災対策」、子どもから高齢者、健康な人それぞれに相応する効率性のある取
り組みを推進する「健康づくり」の 3 つの課題を重点的に編成を行いました。

　平成 29 年度の主な事業 　～「幸せに暮らせる町づくり」の実現に向けて～

○安心して子供を生み育てられる町
　中学校施設空調設置事業、周産期医療支援事業、保育料同時入所２人目以降無料化事業、中学生医療費助成
　事業、検定支援事業、小学校施設空調設置事業
○働く意欲の湧き出る町
　合意形成促進事業（日良居地区土地改良構想）、みなとオアシス整備事業、トレーラーハウス整備事業、有
　害鳥獣捕獲事業、若者定住住宅用地整備事業、体験交流型観光推進事業、新規就農者確保事業、ニューフィッ
　シャー確保育成推進事業
○自然と環境にやさしい町
　笠佐島し尿収集運搬車整備事業、公営住宅長寿命化計画作成事業、東和片添地区公共下水道事業（基本設計
　業務）、農業集落排水施設長寿命化（機能保全）計画等策定事業、久賀・大島地区公共下水道事業、公共下
　水道長寿命化計画策定事業
○晩年を豊かで安心して過ごせる町
　高齢者福祉計画・介護保険計画等策定事業、耐震性防火水槽整備事業、土砂災害ハザードマップ整備事業、
　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館空調設置事業、自主防災組織等防災訓練補助金、自主防災組織防災資機材整備事
　業、広域消費生活センター設置事業、木造住宅耐震調査・耐震改修補助事業
○次世代に素敵な未来を約束する町
　東和総合支所・教育庁舎整備事業、橘総合センター空調整備等改修事業、図書館情報総合システム更新事業、
　定住促進対策事業、空家対策ローン利子補給事業、地域づくり活動支援事業

※平成 29 年度に実施する主要事業については「町のよさん」と題して、広報紙で随時紹介していきます。

◆平成 29 年度歳入歳出当初予算（一般会計　138 億 4,000 万円）◆

歳出歳入

※歳入および歳出の構成比は小数点以下１位未満を四捨五入しています。
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◆一般会計・特別会計当初予算

会　計　名 予　算　額

一 般 会 計 138 億 4,000 万円

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 36 億 3,006 万 9 千円

後 期 高 齢 者 医 療
事 業 特 別 会 計 4 億 6,570 万 6 千円

介 護 保 険 事
業 特 別 会 計 34 億 7,378 万 1 千円

簡 易 水 道 事
業 特 別 会 計 1 億 4,437 万 5 千円

下水道事業特別会計 14 億 3,686 万 1 千円

農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 3 億 3,662 万 1 千円

漁 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 3,999 万 2 千円

渡 船 事 業 特 別 会 計 8,689 万 4 千円

合　　計 234 億 5,429 万 9 千円

◆別表１　基金の状況　　　　　　　　　　　　　

区　　分 平成 27 年度末現在高 平成 28 年度末現在高
（見込み）

平成 29 年度末現在高
（見込み）

一
般
会
計

財政調整基金 51 億 7,533 万 1 千円 54 億 4,669 万 3 千円 52 億 374 万 8 千円

減債基金 6 億 343 万 3 千円 6 億 360 万 8 千円 4 億 5,447 万 2 千円

中山間ふるさと・水と土
保全対策基金 3,113 万 1 千円 3,113 万 1 千円 3,113 万 1 千円

まち・ひと・しごと
創生基金 4 億 12 万 1 千円 2 億 3,592 万 8 千円 1 億 5,293 万 8 千円

県収入証紙購入基金 300 万円 300 万円 300 万円 

奨学資金貸付基金 4,798 万 3 千円 1,000 万 9 千円 1,001 万 1 千円

土地開発基金 2 億 7,077 万 1 千円 2 億 7,080 万 1 千円 2 億 7,081 万 7 千円

ちびっ子医療費助成事業
基金 4,939 万 2 千円 6,471 万 5 千円 4,124 万 8 千円

観光振興事業助成基金 3,562 万 4 千円 2,358 万 8 千円 1,053 万 9 千円

福祉医療費一部負担金
助成事業基金 1,844 万 1 千円 4,629 万 4 千円 3,364 万 5 千円

ふるさと応援基金 1,727 万 2 千円 2,467 万 8 千円 848 万 1 千円

ＣＡＴＶ加入促進
事業基金 2,640 万 4 千円 2,441 万 3 千円 2,242 万 1 千円

外国語活動推進事業基金 2,034 万円 1,266 万 2 千円 403 万 3 千円

周防大島高等学校通学支
援費給付基金 0 円 3,356 万 2 千円 2,606 万 8 千円

福祉振興基金 2 億 8,097 万 5 千円 2 億 8,105 万 7 千円 2 億 8,110 万円

特
別
会
計

国民健康保険基金 5,080 万 8 千円 5,082 万 3 千円 5,083 万 2 千円

介護給付費準備基金 7,572 万 2 千円 8,436 万 4 千円 2,063 万 1 千円

総　合　計 71 億 674 万 8 千円 72 億 4,732 万 6 千円 66 億 2,511 万 5 千円

◆地方債の状況

区　　分 平成 27 年度末現在高 平成 28 年度末現在高
（見込み）

平成 29 年度末現在高
（見込み）

　一般会計 182 億 1,979 万 2 千円 174 億 6,301 万円 170 億 2,119 万 6 千円

　特別会計 149 億 9,528 万 2 千円 157 億 3,827 万 7 千円 161 億 6,432 万 1 千円

簡易水道事業 23 億 1,815 万 2 千円 22 億 2,189 万 8 千円 1 億 2,270 万 8 千円

下水道事業 19 億 9,192 万 8 千円 23 億 984 万 5 千円 29 億 8,990 万 9 千円

農業集落排水事業 18 億 7,983 万 5 千円 18 億 1,727 万 6 千円 17 億 4,713 万 8 千円

漁業集落排水事業 1 億 5,053 万 3 千円 1 億 4,065 万 2 千円 1 億 3,425 万 8 千円

渡船事業 13 万 2 千円 0 円 280 万円

水道事業企業 ― ― 20 億 2,565 万 1 千円

病院事業局企業 86 億 5,470 万 2 千円 92 億 4,860 万 6 千円 91 億 4,185 万 7 千円

合　　計 332 億 1,507 万 4 千円 332 億 128 万 7 千円 331 億 8,551 万 7 千円

　麻薬の中で、乱用されて社会問題となるのが、けしから取れるア
ヘンやモルヒネです。
　けしの中でも、「おにげし」や「ひなげし」などは、麻薬成分を
含んでおらず観賞用として植えても良いのですが、「セティゲルム
種」、「ソムニフェルム種」のけしや「ハカマオニゲシ」は麻薬成分
を含んでおり、勝手に植えてはいけません。
　また、大麻（あさ）も麻酔性の成分を含んでいるため、勝手に植
えることはできません。
　なお、平成 27 年度は、期間中に県下 122 カ所において、約
18,000 本もの植えてはいけないけしが発見されました。

○全体が白っぽい緑色である。
○葉のまわりの切れ込みが浅く、つけ根が茎を抱きこ
　んでいる。 
○一重咲きの花は、花びら４枚で、色は赤、桃、紫、
　白などがある。また、多数の花びらがついた八重咲
　きの花もある。　

○花の色が深紅色である。
○花の下に 4 ～ 8 個のハカマ（苞葉：ほうよう )　
がある。
○花びらの基部に黒紫色の斑点がある。

○葉にノコギリ状の切れ込みがある。
○葉は 3 ～ 9 枚の小葉が集まり手のひらのような
　形をしている。

５月 1 日～６月 30 日

全国一斉  大麻・けし撲滅運動
大麻、植えてはいけないけしを発見した場合や見分け方が
分からないときは…　　　
■柳井健康福祉センター　☎０８２０（２２）３６３１
■周防大島幹部交番　☎０８２０（７２）０１１０

■セティゲルム種 ､　ソムニフェルム種の見分け方

■ハカマオニゲシの見分け方

■大麻の見分け方

病院事業局企業会計 予　算　額

収 益 的 収 入 57 億 8,362 万 7 千円

収 益 的 支 出 57 億 8,352 万 4 千円

資 本 的 収 入 2 億 9,500 万円

資 本 的 支 出 8 億 1,589 万 1 千円

水 道 事 業 企 業 会 計 予　算　額

収 益 的 収 入 8 億 6,450 万 6 千円

収 益 的 支 出 9 億 3,097 万 6 千円

資 本 的 収 入 6,100 万円

資 本 的 支 出 2 億 3,254 万 9 千円

注）簡易水道事業特別会計の平成 29 年度末現在高（見込み）については、水道事業企業会計移行分を除い
た額としています。
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町

職

員

の

異

動　
　
　

平
成
29
年
４
月
１
日
付　
（　

）
内
は
旧
所
属

【
部
長
級
】

▼
議
会
事
務
局
長　

舛
本
公
治
（
政
策
企
画
課

長
）
▼
総
務
部
長　

中
村
満
男
（
総
務
課
長
）

▼
大
島
総
合
支
所
長　

古
崎
敏
雄
（
社
会
教
育

課
長
）
▼
橘
総
合
支
所
長　

林
輝
昭
（
農
林
課

長
）
▼
教
育
次
長　

永
田
広
幸
（
健
康
増
進
課

長
）

【
課
長
級
】 

▼
政
策
企
画
課
長　

山
本
勲
（
政
策
企
画
課
広

報
情
報
統
計
班
長
）
▼
総
務
課
長　

岡
本
義
雄

（
監
査
課
監
査
班
長
）
▼
健
康
増
進
課
長　

中

元
辰
也
（
総
務
課
消
防
防
災
班
長
）
▼
福
祉
課

長　

光
井
文
夫
（
久
美
保
育
所
長
）
▼
久
美
保

育
所
長　

木
村
敏
子（
税
務
課
課
税
第
１
班
長
）

▼
農
林
課
長　

沖
村
和
哉
（
生
活
衛
生
課
環
境

衛
生
班
長
）▼
生
活
衛
生
課
長　

原
田
正
則（
生

活
衛
生
課
生
活
衛
生
班
長
）
▼
水
道
課
長　

豊

永
充
（
上
下
水
道
課
管
理
班
長
）
▼
下
水
道
課

長　

江
本
達
志
（
上
下
水
道
課
下
水
道
班
長
）

▼
久
賀
総
合
支
所
長　

藤
井
正
治
（
久
賀
総
合

支
所
地
域
支
援
班
長
）
▼
東
和
総
合
支
所
長　

山
﨑
実
（
生
活
衛
生
課
公
営
住
宅
班
長
）
▼
社

会
教
育
課
長　

藤
井
郁
男
（
社
会
教
育
課
久
賀

地
区
生
涯
学
習
班
長
）

【
班
長
級
】 

▼
監
査
課
監
査
班
長　

池
永
祐
美
子（
農
林
課
）

▼
政
策
企
画
課
定
住
対
策
班
長　

松
井
孝
（
政

策
企
画
課
地
域
振
興
班
長
）
▼
政
策
企
画
課
地

域
振
興
班
長　

中
原
藤
雄
（
教
育
委
員
会
総
務

課
）
▼
政
策
企
画
課
広
報
情
報
統
計
班
長　

小

方
享
一
（
東
和
総
合
支
所
総
合
窓
口
班
長
）
▼

総
務
課
消
防
防
災
班
長　

信
本
健
治
（
大
島
総

合
支
所
地
域
支
援
班
長
）
▼
税
務
課
課
税
第
１

班
長　

宮
崎
由
紀
子
（
総
務
課
）
▼
農
林
課
有

害
鳥
獣
対
策
班
長　

杉
山
安
英
（
大
島
総
合
支

所
）
▼
生
活
衛
生
課
生
活
衛
生
班
長　

天
河
敏

夫
（
生
活
衛
生
課
）
▼
生
活
衛
生
課
公
営
住
宅

班
長　

中
谷
範
夫
（
橘
総
合
支
所
地
域
支
援
班

長
）
▼
水
道
課
水
道
班
長　

岡
原
伸
二
（
上
下

水
道
課
水
道
班
長
）
▼
水
道
課
管
理
班
長　

新

山
満
寿
美
（
久
賀
総
合
支
所
）
▼
下
水
道
課
下

水
道
班
長　

大
久
保
弘
史
（
建
設
課
）
▼
久
賀

総
合
支
所
地
域
窓
口
班
長　

浜
田
敬
二
（
久
賀

総
合
支
所
総
合
窓
口
班
長
）
▼
大
島
総
合
支
所

地
域
窓
口
班
長　

平
本
敦
子
（
大
島
総
合
支
所

総
合
窓
口
班
長
）
▼
東
和
総
合
支
所
地
域
窓
口

班
長　

西
村
幸
人
（
東
和
総
合
支
所
地
域
支
援

班
長
）
▼
橘
総
合
支
所
地
域
窓
口
班
長　

山
田

ひ
と
み
（
橘
総
合
支
所
総
合
窓
口
班
長
）

【
一
般
職
】 

▼
政
策
企
画
課　

前
崎
好
恵
（
会
計
課
）
▼
政

策
企
画
課　

今
尾
勝
則
（
税
務
課
）
▼
政
策
企

画
課　

魚
原
幸
嗣
（
健
康
増
進
課
）
▼
総
務
課

佐
村
か
お
り
（
財
政
課
）
▼
総
務
課　

森
本
信

二
（
財
政
課
）
▼
財
政
課　

廣
田
昌
美
（
政
策

企
画
課
）
▼
税
務
課　

田
中
未
来
（
福
祉
課
）

▼
健
康
増
進
課　

岡
原
真
由
美（
社
会
教
育
課
）

▼
健
康
増
進
課　

宮
本
恭
兵
（
山
口
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
（
総
務
課
付
け
））
▼
健

康
増
進
課　

伊
原
靖
人
（
生
活
衛
生
課
）
▼
健

康
増
進
課　

田
丸
哲
也
（
政
策
企
画
課
）
▼
健

康
増
進
課　

村
岡
美
沙
緒
（
介
護
保
険
課
）
▼

福
祉
課　

柳
原
悠
子
（
橘
総
合
支
所
）
▼
介
護

保
険
課　

林
祐
子
（
久
賀
総
合
支
所
）
▼
介
護

保
険
課　

山
本
健
（
健
康
増
進
課
）
▼
久
美
保

育
所　

岡
崎
月
子
（
蒲
野
保
育
所
）
▼
蒲
野
保

育
所　

高
橋
景
子
（
久
美
保
育
所
）
▼
蒲
野
保

育
所　

山
根
幸
恵
（
久
美
保
育
所
）
▼
商
工
観

光
課　

岩
見
譲
（
柳
井
市
か
ら
派
遣
）
▼
農
林

課　

金
井
伸
樹
（
水
産
課
）
▼
農
林
課　

安
村

幸
児
（
介
護
保
険
課
）
▼
水
産
課　

橋
本
健
一

郎
（
農
林
課
）
▼
水
道
課　

江
口
光
幸
（
上
下

水
道
課
）
▼
水
道
課　

西
田
弘
（
上
下
水
道
課
）

▼
水
道
課　

青
山
徳
幸
（
上
下
水
道
課
）
▼
水

道
課　

岡
本
文
彦
（
上
下
水
道
課
）
▼
水
道
課

泉
口
洸
平
（
上
下
水
道
課
）
▼
水
道
課　

岡
田

副
町
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　

３
月
23
日
開
催
の
平
成
29
年
第
１
回
周
防

大
島
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ
、

副
町
長
に
岡
村
春
雄
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期　

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
33
年
３

月
31
日
）

副町長　岡村春雄

忍（
上
下
水
道
課
）▼
水
道
課　

井
宮
昌
美（
上

下
水
道
課
）
▼
水
道
課　

垣
内
良
子
（
上
下
水

道
課
）
▼
下
水
道
課  

小
川
幸
治
（
上
下
水
道

課
）
▼
下
水
道
課　

山
本
克
巳
（
上
下
水
道
課
）

▼
下
水
道
課　

徳
吉
諭
（
上
下
水
道
課
）
▼
下

水
道
課　

飯
田
哲
哉
（
上
下
水
道
課
）
▼
下
水

道
課　

中
野
真
吾
（
上
下
水
道
課
）
▼
下
水
道

課　

藤
山
宗
之
（
上
下
水
道
課
）
▼
下
水
道
課

林
泰
彦
（
商
工
観
光
課
）
▼
下
水
道
課　

西
山

洋
一
（
東
和
総
合
支
所
）
▼
久
賀
総
合
支
所　

穐
山
弥
生
（
健
康
増
進
課
）
▼
大
島
総
合
支
所

安
達
美
香
（
商
工
観
光
課
）
▼
大
島
総
合
支
所

山
根
一
夫
（
社
会
教
育
課
）
▼
大
島
総
合
支
所

今
村
竜
太
郎
（
総
務
課
）
▼
東
和
総
合
支
所　

河
口
明
子
（
上
下
水
道
課
）
▼
橘
総
合
支
所　

岡
野
明
美
（
上
下
水
道
課
）
▼
橘
総
合
支
所　

中
本
通
泰
（
政
策
企
画
課
）
▼
教
育
委
員
会
総

務
課　

河
村
美
紀
（
税
務
課
）
▼
社
会
教
育
課

機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
班
の
新
設

お
よ
び
班
の
統
合
を
行
い
ま
し
た

　

４
月
１
日
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害

防
止
の
た
め
農
林
課
に
有
害
鳥
獣
対
策

班
を
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め
政
策
企
画

課
に
定
住
対
策
班
を
新
た
に
設
置
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
総
合
支
所
の
総
合
窓
口
班
と
地

域
支
援
班
を
統
合
し
て
地
域
窓
口
班
に
、

生
活
衛
生
課
の
生
活
衛
生
班
と
環
境
衛

生
班
を
統
合
し
て
生
活
衛
生
班
と
な
り

ま
し
た
。
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病
院
事
業
局
の
異
動　
　
平
成
29
年
４
月
１
日
付　
（　

）
内
は
旧
所
属

　

公
営
企
業
局
は
「
病
院
事
業
局
」
と
改
称
さ

れ
ま
し
た
。

○
病
院
事
業
局

▼
総
務
部
長
兼
業
務
課
長　

村
岡
宏
章
（
大
島

病
院
事
務
長
）

○
東
和
病
院

▼
副
院
長
兼
外
科
部
長　

足
立
淳
（
新
採
用
）

▼
内
科
医
員　

賣
豆
紀
晶
洋
（
新
採
用
）
▼
薬

剤
師　

吉
田
博
則
（
大
島
病
院
薬
剤
師
）
▼
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
主
任　

野
村
洋
和
（
東

和
病
院
言
語
聴
覚
士
）
▼
看
護
師
長　

吉
川
喜

美
子
（
大
島
看
護
専
門
学
校
教
務
主
任
）
金
井

良
浩
（
東
和
病
院
副
看
護
師
長
）
▼
副
看
護
師

長　

波
多
野
歩
美
（
東
和
病
院
看
護
師
）
▼
看

護
師　

大
久
保
忠
宙（
新
採
用
）周
山
晴
香（
新

採
用
）
林
優
樹
（
新
採
用
）
松
尾
綾
（
新
採
用
）

安
井
友
里
（
新
採
用
）
山
本
忍
（
新
採
用
）
脇

坂
奈
々
（
新
採
用
）
藤
本
智
子
（
新
採
用
）
▼

調
理
員　

重
冨
克
行
（
新
採
用
）
▼
事
務
長
補

佐　

安
村
淳
（
橘
病
院
事
務
長
補
佐
）
▼
事
務

職
員　

小
川
航
也
（
新
採
用
）

○
橘
病
院

▼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
主
任　

松
村
忠
明

（
橘
病
院
理
学
療
法
士
）
▼
副
看
護
師
長　

小

川
真
由
美
（
橘
病
院
看
護
師
）
▼
看
護
師　

岩

﨑
絵
美
（
新
採
用
）
田
中
優
衣
（
新
採
用
）
兼

本
知
典
（
新
採
用
）
▼
事
務
長
心
得　

野
坂
孝

治
（
東
和
病
院
事
務
長
補
佐
）
▼
主
任　

高
瀬

光
司
（
東
和
病
院
主
任
）

○
大
島
病
院

▼
副
院
長
兼
整
形
外
科
部
長　

住
浦
誠
治
（
新

採
用
）
▼
副
看
護
師
長　

藤
木
弘
美
（
大
島
病

院
副
看
護
師
長
心
得
）
▼
看
護
師　

村
上
裕
子

（
大
島
看
護
専
門
学
校
教
員
）
栗
原
暖
（
新
採

用
）
田
中
眞
笛
（
新
採
用
）
加
藤
彩
香
（
新
採

用
）
▼
事
務
長　

森
本
守
（
橘
病
院
事
務
長
）

○
さ
ざ
な
み
苑

▼
介
護
主
任　

木
村
善
一
（
さ
ざ
な
み
苑
介
護

福
祉
士
）▼
管
理
栄
養
士
主
任　

野
川
美
世（
さ

ざ
な
み
苑
管
理
栄
養
士
）

○
や
す
ら
ぎ
苑

▼
事
務
長　

青
木
政
彦
（
業
務
課
長
）

○
大
島
看
護
専
門
学
校

▼
学
校
長　

山
本
幸
子
（
新
採
用
）
▼
事
務
長

桐
田
将
寿
（
や
す
ら
ぎ
苑
事
務
長
）
▼
教
務
主

任　

小
松
原
さ
と
み（
大
島
看
護
専
門
学
校
教
員
）

【
退
職
】（
平
成
29
年
3
月
31
日
付
け
）

▼
東
和
病
院
副
院
長
兼
外
科
部
長　

甲
利
幸
▼

東
和
病
院
内
科
医
員　

西
原
聡
志
▼
公
営
企
業

局
総
務
部
長　

藤
田
隆
宏
▼
大
島
看
護
専
門
学

校
事
務
長　

河
本
浩
▼
東
和
病
院
技
士
長　

重

村
忠
美
▼
大
島
看
護
専
門
学
校
学
校
長　

松
永

正
代
▼
東
和
病
院
看
護
師
長　

西
村
美
代
子
▼

大
島
病
院
看
護
師　

浜
満
悦
子
▼
東
和
病
院
看

護
師　

瀨
戸
恵
美
▼
東
和
病
院
看
護
師　

岡
村

啓
司
▼
東
和
病
院
看
護
師　

梅
本
美
那
子
▼
東

和
病
院
看
護
師　

金
澤
菜
津
美
▼
東
和
病
院
看

護
師　

田
中
安
理
亜
▼
さ
ざ
な
み
苑
准
看
護
師

弘
津
裕
子
▼
東
和
病
院
看
護
助
手　

井
上
知
子

岩
田
久
美
子
（
介
護
保
険
課
）

【
出
向
】 

▼
山
口
県
山
口
ゆ
め
花
博
推
進
室
（
総
務
課
付

け
）
宮
本
真
一
（
税
務
課
）
▼
柳
井
市
経
済
部

商
工
観
光
課（
総
務
課
付
け
）大
谷
快（
農
林
課
）

【
新
採
用
】 

▼
税
務
課　

吉
國
歩
▼
福
祉
課　

國
本
大
介
▼

商
工
観
光
課　

家
成
周
輔
▼
商
工
観
光
課　

木

村
沙
耶
華
▼
農
林
課　

砂
田
一
虎
▼
生
活
衛
生

課　

林
龍
輝
▼
水
道
課　

藤
井
康
司
▼
水
道
課

高
田
耕
作
▼
社
会
教
育
課　

小
島
容
子

【
再
任
用
】 

▼
椋
野
出
張
所　

伊
村
明
彦
▼
日
良
居
出
張
所

竹
本
光
博
▼
日
良
居
出
張
所　

迎
智
可
志
▼
久

美
保
育
所　

末
広
良
子

【
退
職
】（
平
成
29
年
3
月
31
日
付
け
）

部
長
級

▼
議
会
事
務
局
長　

福
田
美
則

▼
総
務
部
長　

奈
良
元
正
昭

▼
久
賀
総
合
支
所
長　

松
田
博

▼
大
島
総
合
支
所
長　

奥
村
正
博

▼
東
和
総
合
支
所
長　

中
田
兼
歳

▼
橘
総
合
支
所
長　

青
木
一
郎

▼
教
育
次
長　

岡
野
正
徳

課
長
級

▼
生
活
衛
生
課
長　

西
村
博
明

▼
上
下
水
道
課
長　

伊
村
明
彦

一
般
職

▼
健
康
増
進
課　

田
丸
和
子

▼
福
祉
課　

川
口
智

▼
福
祉
課　

福
原
康
祐

▼
上
下
水
道
課　

屋
敷
輝

周防大島町役場は複数の庁舎において部門ごとに業務を分けて行ってい
ます。それぞれの庁舎は、午前・午後１日２回の逓送便で結ばれていま
すので各種申請、届出および報告書の提出などについては最寄りの総合
支所、出張所をご利用いただけます。しかし、手続きの内容によっては
直接担当課をご案内することもありますのでご了承ください。

分かれちょるよ　「役場庁舎」
大島庁舎…議会事務局、会計課、総務部（政策企画課・
　　　　　総務課・財政課・税務課・契約監理課）
日良居庁舎…健康福祉部（健康増進課・介護保険課）
たちばなケアプラザ…健康福祉部（福祉課）
久賀庁舎…産業建設部（商工観光課・農林課・水産課・
　　　　　建設課）
久賀東庁舎…環境生活部（生活衛生課・下水道課）・
　　　　　水道事業（水道課）
東和総合センター…教育委員会（総務課・学校教育課・
　　　　　社会教育課）

「パスポート窓口」は４月から大島総合支所に変更となりました

■問い合わせ　久賀総合支所☎（７９）１０００　大島総合支所☎（７４）１００１　東和総合支所☎（７８）１１１０　橘総合支所☎（７７）５５００
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し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
、
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～
49

　

入
学
や
就
職
、
新
た
な
出
会
い
な
ど
、
春

は
何
か
と
新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
季
節
で
す

ね
。
そ
こ
で
、
ぜ
ひ
お
ス
ス
メ
し
た
い
の
が

「
ち
ょ
び
塩
（
減
塩
）」
の
挑
戦
と
充
実
で
す
。

こ
れ
ま
で
「
ち
ょ
び
塩
は
ち
ょ
っ
と
…
」
と

敬
遠
し
て
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、「
今
ま
さ
に

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！
」
と
い
う
方
も
、
楽

し
み
な
が
ら
ち
ょ
び
塩
を
実
践
す
る
ヒ
ン
ト

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

手
軽
だ
け
ど
気
を
つ
け
た
い
外
食
、
惣
菜

　

成
人
の
１
日
食
塩
摂
取
量
の
目
標
は
男
性

８
ｇ
未
満
、
女
性
７
ｇ
未
満
、
高
血
圧
の
方

は
６
ｇ
未
満
で
す
。
単
純
に
3
食
で
割
る
と
、

１
食
2
～
3
ｇ
未
満
に
抑
え
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
な
か
な
か
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。
特

に
外
食
や
総
菜
な
ど
は
濃
い
目
の
味
付
け
が

多
い
の
で
要
注
意
。
き
つ
ね
う
ど
ん
１
杯
約

8
ｇ
、
天
丼
と
お
吸
い
物
セ
ッ
ト
で
約
5
ｇ
、

か
ら
揚
げ
定
食
に
も
約
5
ｇ
の
食
塩
が
含
ま

れ
て
い
ま
す（
女
子
栄
養
大
学
出
版
部
よ
り
）。

な
る
べ
く
汁
を
残
し
た
り
、
食
べ
過
ぎ
な
い

工
夫
が
必
要
で
す
。

ち
ょ
び
塩
ラ
ン
チ
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

町
内
で
も
ち
ょ
び
塩
メ
ニ
ュ
ー
が
食
べ
ら

れ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
大
島
文
化
セ
ン

タ
ー
１
階
に
あ

る
カ
フ
ェ
＆
レ

ス
ト
ラ
ン
ジ
ョ

イ
ナ
ス
で
は
、

ち
ょ
び
塩
ロ
コ

モ
コ
丼
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

１
食
６
０
０
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
以

下
で
食
塩
相
当

量
２
・
２
ｇ
と
と
っ
て
も
ヘ
ル
シ
ー
。
し
か
も

彩
り
鮮
や
か
で
お
い
し
い
の
が
自
慢
。
ご
家

庭
で
の
味
付
け
や
食
事
量
と
比
較
し
、
ち
ょ

び
塩
の
参
考
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
こ
の
他
、

東
和
に
工
場
を
構
え
る
ワ
ン
ハ
ー
ト
の
ち
ょ

び
塩
パ
ン
も
お
ス
ス
メ
で
す
。
詳
し
く
は
次

回
紹
介
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

「
ち
ょ
び
塩
（
減
塩
）」
新
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

●
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ

　

最
近
で
は
便
利
な
調
味
料
が
増
え
て
い

ま
す
。
次
の
調
味
料
を
食
塩
量
の
少
な
い

順
に
並
べ
て
下
さ
い
。（
1
人
分
で
比
較
）

　
　
　
　
　

  （
答
え
は
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

①
釜
め
し
の
素　
　

②
麻
婆
豆
腐
の
素　

③
カ
レ
ー
の
ル
ー　

④
シ
チ
ュ
ー
の
ル
ー

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

 

　

周防大島町におすまいの６５歳以上の方へ―

「高齢者の食生活と健康状態に関する調査」ご協力のお願い
周防大島町は、いつまでも元気で暮らせるよう健康づくりを進めています。
平成２９年度、周防大島町は山口大学と共同で高齢者の食生活等の実態を把握し、健康寿命を延伸させるための健康
づくりや介護予防につなげることを目的に、高齢者の食生活と健康状態に関する調査を実施します。
調査にご協力いただける方を募集しています。ぜひご協力をお願いいたします。

調査内容
【測定や観察によるもの】

①身長　②体重　③利き手の握力
④体組成計による測定（体脂肪率、
筋肉量、推定骨量など）⑤血圧　
⑥歯数　⑦そしゃく力（ものをか
む力）⑧口の中（歯や歯ぐきなど）
の状態

【調査表を使い、面接でお聞きするもの】
①簡易栄養状態評価表　②食習慣
に関する意識と実際　③身体機能
と認知機能

　

周
防
大
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
（
管
理
栄

養
士
・
保
健
師
）
が
皆
さ
ま
の
ご
都
合
に
合
わ
せ
、
自
宅
や

集
会
所
に
伺
っ
て
調
査
し
ま
す
。
調
査
は
す
べ
て
簡
単
で
苦

痛
を
伴
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
ひ
と
り
に
つ
き
１
時
間

程
度
（
２
～
３
回
に
分
け
る
場
合
は
、
１
回
あ
た
り
20
～
40

分
程
度
）
の
時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
や
集

会
な
ど
の
小
集
団
で
は
１
回
で
１
時
間
30
分
～
２
時
間
程
度

で
す
。
調
査
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
か
ら
お
金
を
い
た
だ
い
た

り
、
こ
ち
ら
か
ら
謝
礼
を
差
し
上
げ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

結
果
は
、
個
人
に
お
返
し
す
る
と
と
も
に
皆
さ
ま
の
今
後

の
健
康
維
持
・
増
進
に
役
立
て
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　

周
防
大
島
町
に
お
す
ま
い
で
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
方　

１
０
０
人
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
調
査
期
間　

４
月
10
日
㈪
～
７
月
31
日
㈪

●
連
絡
先

　

周
防
大
島
町
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

　

町
内
に
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
５
月
31
日
㈬
ま
で
に

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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　がんは２人に１人がかかると言われるほど身近な病気です。しかし、早期では自覚症状がほとんどなく、症
状が出現した時には病状が進行していることが多くあります。国立がん研究センターは、「早期と診断された
人のすべてのがんを合わせた 10 年生存率は 85.3％に対して、リンパ節に転移するほど進んでいた場合では
40.9％に低下」と発表しています。早い段階での発見、治療をするためにも、自覚症状がない時から定期的に
検診を受けましょう。
　各種がん検診が５月から始まります。申し込みをされていない方でも対象年齢であれば、当日受付で受ける
ことができます。日程表は各総合支所や出張所に置いていますので、ご確認ください。

集団検診では、胃がん、大腸がん、結核・肺がん、子宮頸がん、乳がん検診を実施しています。

検診の種類 対象者 受診間隔 検査方法 料金
69 歳以下 70 歳以上

胃がん検診

40 歳以上 年 1 回

バリウム検査 1,200 円 　 600 円

大腸がん検診
便潜血検査（検便）
※後日、検便容器を提出していただ
きます。

　 400 円 　 200 円

結核・肺がん検診
胸部エックス線検査 64 歳以下　  200 円

65 歳以上  　無料

喀痰細胞診検査 　 800 円 　 400 円

子宮頸がん検診 20 歳以上女性
2 年に 1 回

子宮頸部細胞診検査 1,000 円 　 500 円

乳がん検診 40 歳以上女性 乳房エックス線検査視触診検査 1,500 円 1,000 円

がん検診を実施します

■問い合わせ　　健康増進課 健康づくり班☎０８２０（７３）５５０４

柔道整復師の施術を受けられる方へ
～ 接骨院・整骨院等のかかり方 ～

ご存じですか？
健康保険が利用できるのは、
外傷性のケガの場合だけです！

　

接
骨
院
・
整
骨
院
で
受
け
る
施
術
に

は
、「
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
」
と
「
使

え
な
い
場
合
」
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
保
険
の
療
養
費
は
、
皆
さ
ん
の

貴
重
な
保
険
料
等
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

医
療
費
（
保
険
給
付
費
）
の
適
切
な
支

給
の
た
め
、
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

■
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

　

ね
ん
挫
、 

打
撲
、 

肉
離
れ
、 

骨
折
、
脱

臼
（
応
急
手
当
て
で
な
い
場
合
は
医
師

の
同
意
書
が
必
要
）

■
健
康
保
険
が
使
用
で
き
な
い
場
合
の

例
（
全
額
自
己
負
担
）

・
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
関
節
炎
、
ヘ
ル

ニ
ア
な
ど
の
、
病
気
が
原
因
の
痛
み

・
加
齢
や
疲
労
か
ら
く
る
肩
こ
り
、腰
痛
、

脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
的
症
状

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
筋
肉
疲
労
、

筋
肉
痛

・
症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
、
長
期

に
わ
た
る
漫
然
と
し
た
施
術

・
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、診
療
所
な
ど
）

で
治
療
中
の
も
の
な
ど

■
か
か
る
と
き
の
注
意
事
項

・
施
術
を
受
け
る
前
に
、
負
傷
原
因
を

正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
長
期
に
わ
た
る
施
術
を
受
け
て
も
痛

み
が
続
く
場
合
は
、
内
科
的
要
因
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
医
師
の
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

・
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

※ 

領
収
書
は
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際

に
も
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
事
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い

・
同
一
の
負
傷
に
つ
い
て
、
同
時
期
に

外
科
・
整
形
外
科
の
治
療
と
柔
道
整
復

師
の
施
術
を
受
け
た
場
合
、
原
則
と
し

て
柔
道
整
復
師
の
施
術
料
は
全
額
自
己

負
担（
保
険
が
使
え
な
い
）と
な
り
ま
す
。

※
不
適
切
な
請
求
が
行
わ
れ
た
場
合
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
も
不
利
益
を
被
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
事
項
を

守
っ
て
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
（
お
願
い
）

～
治
療
内
容
に
つ
い
て
保
険
者
ま
た
は
町

よ
り
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
～

適
切
な
療
養
費
の
支
給
に
向
け
て
、
施

術
日
や
施
術
内
容
等
を
照
会
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

医
療
保
険
班　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
２

国民健康保険および後期高齢者医療保険の
被保険者の皆さまへ
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各月初日の児童の属する世帯の階層区分 3 歳未満児【３号認定】 3 歳以上児【２号認定】

階層区分 定　　　　義
 国基準保育料 町保育料  国基準保育料 町保育料

保育標準
時間の方

保育短時間
の方

保育標準時間・
保育短時間の方

保育標準
時間の方

保育短時間
の方

保育標準時間・
保育短時間の方

第１階層 　生活保護法による被保護世帯等 0 0 0 0 0 0

第２階層

　町民税非課税世帯 9,000 9,000  4,700 6,000 6,000 3,000

　町民税非課税世帯（第２子） 0 0 0 0 0 0

　町民税非課税世帯（ひとり親世帯等） 0 0 0 0 0 0

第３階層

町
民
税
所
得
割
課
税
額

　48,600 円未満 19,500 19,300 13,600 16,500 16,300 11,500

　48,600 円未満（第２子） 9,750 9,650 6,800 8,250 8,150 5,750

　48,600 円未満（ひとり親世帯等） 9,000 9,000 4,350 6,000 6,000 3,000

第４階層

　48,600 円以上 97,000 円未満 30,000 29,600  21,000 27,000 26,600 18,900

48,600 円以上 57,700 円未満（第２子） 15,000 14,800 10,500 13,500 13,300 9,450

48,600 円以上 77,101 円（ひとり親世帯等） 9,000 9,000 4,700 6,000 6,000 3,000

第５階層 　97,000 円以上 169,000 円未満 44,500 43,900 31,100 41,500 40,900 29,000

第６階層 　169,000 円以上 301,000 円未満 61,000 60,100 37,000 58,000 57,100 34,800

第７階層 　301,000 円以上 397,000 円未満 80,000 78,800 47,000 77,000 75,800 36,700

第８階層 　397,000 円以上 104,000 102,400 61,100 101,000 99,400 47,800

★保育料同時入所２人目以降無料化事業（継続）
　同一世帯の就学前児童が町内の保育所に２人以上同時に入所する場合、保育料の負担は１人目のみとなり、
２人目以降は無料とする保育料同時入所２人目以降無料化事業を継続実施します。

★多子世帯保育料等軽減事業（継続）
　第３子目以降の児童が入所する場合、階層区分により保育料の軽減を行っています。

★保育料の軽減（国基準保育料からの軽減）
　本町では、町単独による保育料の減額（上記基準額表）、多子世帯保育料等軽減事業、保育所同時入所２人
目以降の保育料を無料にすることで、国の基準保育料と比較して総額 5,687 万 2 千円（軽減率 50％）の減
額を行います。

　町内の全保育所を対象に年間２４回、幼少期から英語に慣れ親しむことで、英語の楽しさを理解し、国際
的なコミュニケーション能力を養うことを目的とする保育所英語講師派遣事業を継続実施します。

平成 29 年度の保育関係事業を紹介します

階層区分 保育料月額 階層区分 保育料月額
第２～４階層 無　料 第５～８階層 半　額

★町の単独事業で保育料の減額を行っています（継続）
　平成 29 年度の町保育料と国の基準保育料との比較は表のとおりです。

  ①保育料を軽減しています（継続）

  ②保育所英語講師派遣事業を実施しています（継続）

◆問い合わせ　福祉課（福祉事務所）　☎０８２０（７７）５５０５

※町民税の課税額により決定します。
　4 月～ 8 月分の保育料は平成 28 年度の町民税額、9 月～ 3 月分までは平成 29 年度の町民税額。
※所得割課税額 77,101 円未満のひとり親世帯等の第２子以降の児童が入所する場合、所得割課税額 57,700 円未満
　の世帯の第３子以降の児童が入所する場合、保育料は無料となります。
※修正申告をしたときや、家庭の事情などが変わったとき（再婚・離婚など）、保育料が変わることがありますので、
　福祉課へお届けください。

（単位：円）
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聴
覚
障
害
者
等
の
生
活
お
よ
び
福
祉
制
度
等
へ
の
理
解
と
認
識
を
深

め
、
手
話
で
日
常
会
話
を
行
う
た
め
に
必
要
な
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
柳
井
圏
域
を
構
成
す
る
１
市
４
町
合
同
で
『
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
』
を
開
講
し
ま
す
。

◆
場
所　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

◆
定
員　

25
名
程
度
（
先
着
順
）

◆
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
実
費
負
担
あ
り
）

◆
募
集
期
間　

５
月
15
日
㈪
ま
で
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

◆開催日時（予定）
第 １ 回 6 月 10 日㈯ ９：００～１５：４０
第 ２ 回 6 月 24 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 ３ 回 7 月   8 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 ４ 回 　7 月 22 日㈯ ９：３０～１５：３０
第 ５ 回 　8 月   5 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 ６ 回 　8 月 19 日㈯ ９：３０～１５：００
第 7 回 　8 月 26 日㈯ ９：３０～１５：４０
第 8 回 9 月    9 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 9 回   9 月  16 日㈯ ９：３０～１５：３０
第 10 回   10 月 14 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 11 回   10 月 28 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 12 回   11 月 11 日㈯ ９：３０～１６：４０
第 13 回   11 月 25 日㈯ ９：３０～１５：３０

　

柳
井
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
（
入
門
課
程
・
基
礎
課
程
）
受
講
者
募
集※原則として全日程受講していただきます。

　全日程受講者には修了証を交付します。
※詳細な講座内容は、受講決定者に別途お知らせします。

　周防大島町では、家庭における健全な児童の養育その他家庭児童福祉
の向上を図るため「家庭児童相談室」を設置し、児童の養育など家庭内
のさまざまな問題について、家庭相談員が相談に応じ、必要な情報の提
供や支援を行っています。
　また、ひとり親家庭等に対し総合的な自立支援を行うため、母子・父
子自立支援員による相談もお受けしています。　　　　　

ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください

　0 歳から 18 歳までの子どもさんに関する心配ご
とについて、家庭相談員が相談に応じています。

～こんな問題を抱えていませんか？～
○生活・情緒・生活習慣などの悩み 
○ことばの遅れ、学習の遅れなど
○学校、保育所（園）などの生活で困った態度、不
　登校など
○乱暴、家出、夜遊びなどの非行の悩み
○子どもとの関わり方がわからない、いらいらして
　つい叩いてしまう等の養育上の悩み
○家族関係の悩み 

※子どもに関することなら、何でもご相談ください。
※必要に応じて児童相談所、教育委員会、健康増進
　課等と連携しています。
※ご本人ご家族からだけに限らず学校、保育所（園）、
　近所のみなさまからのご相談にも応じています。

　ひとり親家庭や寡婦の方が抱えている様々な悩み
ごとについて、母子・父子自立支援員が相談に応じ、
問題解決のお手伝いやアドバイスを行います。
○配偶者との死別、未婚、離婚などによるひとり親
　家庭の生活に関する相談全般
○利用できる各種手当、制度に関する相談全般
○子どもの高校・大学等の修学費用や父母の技能習
　得費用、その他貸付に関する相談
○資格取得、職業訓練、就職活動に関する相談

受付窓口および問い合わせ
福祉課（福祉事務所）　

☎０８２０（７７）５５０５
受付時間（平日のみ）

 午前８時 30 分～午後５時 15 分

家庭児童相談
（家庭相談員の相談支援内容）

ひとり親家庭の相談
（母子・父子自立支援員の相談支援内容）

※相談は無料で，個人の秘密は守られますので安心
　してご相談ください。
※訪問などで不在の場合もありますので，あらかじ
　め電話でご確認ください。電話や手紙などでも相
　談できます。
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　現在、久賀・大島処理区の下水道整備工事を行っています。
　この工事は、久賀・椋野・三蒲・小松地区の図で示した範囲に下水道を整備するた
めの工事です。工事に伴い、各地区の道路で通行止めもしくは片側交互通行等の交通
規制を行います。
　また、該当地区内では測量を行ったり、各家庭に必要な公共ますの設置について、
役場および業者が説明のため訪問させていただくことがあります。
　皆さまには大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、訪問する業者については、身分証明書を携帯しています。

下
水
道
整
備
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す

○
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
（
誤
接
合
）
と
は
？

　

町
の
水
道
水
は
、
水
道
法
の
基
準
に
基
づ
く
水
質
検
査
を
定
期
的
に
行
い
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

町
水
道
の
給
水
管
と
井
戸
水
な
ど
町
水
道
以
外
の
配
管
を
接
続
す
る
こ
と
を
ク
ロ
ス
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
（
誤
接
合
）
と
い
い
、
井
戸
水
な
ど
が
水
道
へ
流
入
す
る
こ
と
で
接
続
し
て
い
る

ご
家
庭
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
ご
家
庭
の
水
道
水
の
安
全
性
が
確
保
で
き
な
く
な
る
た
め
、

水
道
法
や
政
令
で
固
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
？

　

ご
家
庭
の
配
管
が
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
町
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
ご
相
談
の
う
え
、
速
や
か
に
町
水
道
の
給
水
管
と
井
戸
水
な
ど
の
配
管
を
切
り

離
し
て
く
だ
さ
い
（
切
り
離
し
費
用
は
使
用
者
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
）。

　

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
水
質
管
理
を
行
っ
て
い
な
い
井
戸
水
な
ど
が
水
道
管
に
流

入
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
量
の
水
道
水
が
井
戸
な
ど
に
流
入
し
、
高
額
の
水
道
料
金
が
発
生

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ロ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
、
町
水
道
の
給
水
を
停
止
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。　

水
道
水
の
安
全
性
確
保
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
道
課　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

▪
給
水
装
置
の
誤
接
合
の
防
止
に
つ
い
て

■問い合わせ
　下水道課 下水道班
☎ 0820（79）1014

〇 正しい接合

× クロスコネクション
（誤った接合）

混合水
井戸水の上水道への流れ込み→

←水道水

メーターボックス

←井戸への流出
井戸水→

切替バルブ

水道水井戸水

井戸水→
←水道水

メーターボックス
バルブ
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全
国
大
会
出
場
者
へ
激
励
費
授
与

○
第
39
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会

開
催
期
間　

３
月
27
日
～
３
月
30
日

開
催
地　

東
京
都

【
10
歳
以
下　

女
子
50
ｍ　

自
由
形
】

江
本　

唯
さ
ん
（
城
山
小
学
校
４
年
）

▲全国ＪＯＣジュニアオリンピック
カップ春季水泳競技大会に出場した
江本  唯さん（授与式：３月 21 日）

表
彰

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と
し
て
、
全
国
大

会
に
出
場
さ
れ
る
方
に
激
励
費
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

◆
大
島
郡
体
育
協
会
表
彰

・
体
育
功
労
賞

　

山
近
範
久
さ
ん
〈
郡
陸
上
競
技
協
会
〉

「東和企画株式会社」「やすらぎ葬祭」と大規模
災害時の協力協定を締結しました

　周防大島町は３月１日に、東和企画株式会社、やすらぎ
葬祭とそれぞれ、災害時における棺及び葬祭用品の供給並
びに遺体の搬送等の協力に関する協定を締結しました。
　今後、周防大島町が地震、風水害などの大規模災害お
よび武力攻撃事態により被災した場合に、葬祭用品の供
給や遺体の搬送等に関して協力することで、火葬の円滑
な実施や遺体の適切な取扱いの体制が整えられることと
なります。
■問い合わせ　生活衛生課　☎ 0820（79）1010

▪
平
成
28
年
度
山
口
県
知
事
表
彰
（
自
主
防
災
組
織
部
門
）

　

山
口
県
知
事
表
彰
（
自
主
防
災
組
織
部
門
）
は
、

防
災
に
関
す
る
活
動
が
顕
著
で
あ
り
、
他
の
組
織

の
模
範
と
な
る
自
主
防
災
組
織
等
の
団
体
に
対
し

て
授
与
さ
れ
、
平
成
28
年
度
は
、
小
積
地
区
自
主

防
災
会
他
４
組
織
（
町
外
）
が
山
口
県
知
事
表
彰

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
小
積
地
区
自
主
防
災
会
は
、

平
成
19
年
3
月
に
設
立
さ
れ
、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
強
い
意
思
の
下
、

毎
年
避
難
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
を
実
施
し
、
地

域
一
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　自主防災組織等が実施する防災訓練の経費に対し交
付される「周防大島町自主防災組織等防災訓練補助金」
および防災資機材を購入した経費に対し交付される「周
防大島町自主防災組織防災資機材整備費補助金」の限
度額および交付の制限が改正されました。
　詳しくは総務課消防防災班までお問い合わせ下さい。
■問い合わせ　総務課　☎ 0820（74）1000

自主防災組織等補助金制度が拡充されました

▲ 3 月 21 日、町長からの伝達式に出席された
小積地区自主防災会の刈山幸雄さん（中）と小
積自治会長の岡本洋治さん（左）

服
部
屋
敷
へ
寄
附

　

町
指
定
文
化
財
の
服
部
屋
敷（
西
方
）

を
所
有
し
て
い
た
服
部
家
の
子
孫
で
あ

る
鳴
海
麻
里
さ
ん
が
、
3
月
3
日
、
服

部
屋
敷
を
訪
れ
、
施
設
の
修
復
費
用
に

充
て
て
と
、
町
長
へ
寄
附
金
を
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

服
部
屋
敷
は
幕
末
の
在
郷
士
族
で
島

末
の
中
核
を
担
っ
て
い
た
服
部
家
が
明

治
18
年
に
建
築
し
た
も
の
で
、
神
社
仏

閣
を
造
る
こ
と
で
有
名
な
地
元
長
州
大

工
の
代
表
作
。
当
時
の
伝
統
的
工
法
を

知
る
上
で
貴
重
な
建
物
で
あ
り
、
平
成

６
年
に
現
在
の
場
所
へ
移
築
復
元
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
有
志
グ
ル
ー
プ
「
大
島

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」
が
雛
人
形
を
か
ざ

り
、
喫
茶
の
お
も
て
な
し
を
す
る
「
服

部
屋
敷
の
雛
祭
り
」
を
開
催
中
で
、
鳴

海
さ
ん
は
、「
地
域
の
人
た
ち
が
語
ら

い
合
え
る
よ
う
今
後
も
一
層
こ
の
屋
敷

を
有
効
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲椎木町長（右）へ寄附金の目録を
渡される鳴海さん
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「
山
口
県
の
あ
け
ぼ
の
を
は
じ
め
に
仰
ぐ

東
の
海
」
星
野
哲
郎
先
生
作
詞
の
校
歌
に
あ

る
よ
う
に
山
口
県
で
一
番
東
に
あ
る
情
島
小

中
学
校
が
三
月
末
を
も
っ
て
休
校
に
な
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
い

て
い
た
教
室
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
静
か
に
眠
り
に
就
い
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
「
努
力
の
二
字
で
不
可
能
の
三
つ
の
文
字
を
消
し
て
ゆ
こ
う
」
離

島
と
い
う
環
境
で
し
た
が
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
頑
張
り
と
温
か
い
保
護
者
や
島
の
み
な
さ
ん
の
御
厚
意
で
充
実
し

た
学
校
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
こ
の
学
び
舎
に
吹
き
寄
せ
る
慈
愛
に
み
ち
た
ふ
る
さ
と
の
心
を

明
日
に
伝
え
よ
う　

心
を
明
日
に
情
島
」
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
情

島
小
中
学
校
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
御
支
援
、
御
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

情
島
小
中
学
校
校
歌
よ
り

情
島
小
中
学
校　

校
長  

田
邉　

克

あ
り
が
と
う

わ
た
し
た
ち
の
情
島
小
中
学
校

　

明
治
21
年
に
和
田
村
弘
道
小
学
校
が
油
田
尋
常
小
学
校
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
分
教
場
と
し

て
情
島
に
設
置
さ
れ
て
以
来
、
１
２
８
年
間
、
情
島
の
教
育
・
文
化
の
中
心
と
し
て
歴
史
を
刻

ん
で
き
た
情
島
小
中
学
校
。

　

近
年
に
な
っ
て
急
激
に
進
ん
だ
過
疎
、
少
子
・
高
齢
化
に
よ
り
、
平
成
18
年
12
月
に
は
島
内

の
子
ど
も
が
い
な
く
な
り
、
情
島
小
中
学
校
に
は
隣
接
す
る
児
童
養
護
施
設
あ
け
ぼ
の
寮
に
入

所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
以
降
、
児
童
・
生
徒
数
は
徐
々
に
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
、
地
域
住
民
は
温
か
く
子
ど
も
た
ち
を
包
み
込
み
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
は
地
域
を
照
ら
し
、
開
校
以
来
変
わ
る
こ
と
な
く
、
い
つ
も
地
域
と
共
に
あ
っ
た
情
島
小
中

学
校
。
こ
の
た
び
、あ
け
ぼ
の
寮
が
町
外
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、平
成
29
年
3
月
末
を
も
っ

て
惜
し
ま
れ
つ
つ
休
校
と
な
り
ま
し
た
。

▶
昭
和
30
年
代
の
全
校
朝
礼
の

様
子

最後の学校祭での大島音頭

▶
た
く
さ
ん
の
児
童
生
徒
が
巣
立
っ

て
い
っ
た
学
び
舎
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昭
和
26
年
８
月
よ
り
、
終
戦
孤
児
の
収

容
施
設
と
し
て
定
員
20
名
の
養
護
施
設
と

し
て
創
設
さ
れ
て
以
来
、
時
代
の
要
請
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
７
０
０
名
以
上
の
退
寮
生
を
輩
出
し
て
き
ま

し
た
。
こ
こ
ま
で
情
島
で
は
、
子
ど
も
達
に
、
人
と
人
、
人
と
地

域
の
つ
な
が
り
を
強
く
す
る
「
つ
な
が
る
力
」
を
長
い
歴
史
の
中

で
育
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
平
成
29
年
度
よ
り

岩
国
市
へ
移
転
す
る
こ
と
と
な

り
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
よ
き

伝
統
を
踏
襲
し
つ
つ
、
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
特

色
あ
る
児
童
福
祉
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

児
童
養
護
施
設
あ
け
ぼ
の
寮

　

川
村
宏
司

情
島
小
中
学
校
の
思
い
出
　

　

情
島
の
海
は
と
て
も
き
れ
い
で
、

波
止
か
ら
飛
び
込
む
と
魚
が
よ
く
見

え
て
驚
き
ま
し
た
。
総
合
的
な
学
習

で
は
、
ひ
じ
き
な
ど
の
海
草
を
採
っ

た
り
、
テ
ン
グ
サ
か
ら
寒
天
を
作
っ

た
り
と
、
情
島
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
学
習
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
ま

た
、
砂
浜
で
集
め
た
シ
ー
グ
ラ
ス
を

使
っ
て
工
作
を
し
た
こ
と
も
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
温
か

く
、
学
校
祭
や
寺
子
屋
授
業
な
ど
の

学
校
行
事
、
誕
生
会
や
情
島
祭
な
ど

の
地
域
の
行
事
で
た
く
さ
ん
ふ
れ
合

う
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
多
く
の
出
会
い
や
行
事
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
成
長
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
児
童
８
名
、生
徒
６
名
の
作
文
よ
り
）

明
治

21 油田尋常小学校の分教場を情
島におく

昭
和

16 油田国民学校・情島分校と改
称

22
６・３制に伴い高等科生徒は
油田中学校に編入され情島分
校となる

34 ４月１日独立し情島小学校・
情島中学校となる

50 校歌制定

52 鉄筋３階建中学校校舎竣工

62 少年消防クラブ全国表彰

平
成

2 少年消防クラブ全国表彰

13 講堂・給食室・教職員住宅竣
工

16 大島郡４町が合併し周防大島
町立情島小・中学校となる

19 山口県教育委員会花いっぱい
運動優良賞受賞

20 山口県教育委員会花いっぱい
運動優良賞受賞

29 休校（3 月 31 日）

情島小中学校の沿革

▶
10
月
15
日
に
行
わ
れ
た
最
後
の

学
校
祭
で
披
露
さ
れ
た
竹
太
鼓

▶
３
月
11
日
に
行
わ
れ
た
最
後
の

卒
業
式
と
休
校
式

▶
地
域
の
皆
さ
ん
と
か
け
が
え
な

い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
た
（
老
人

ク
ラ
ブ
誕
生
会
の
様
子
）

～ 今　思いをひとつにして ～

▶
昭
和
30
年
代
の
風
景
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平成 28 年度の地域づくり活動支援事業を活用した取り組み　　　　　　　　　　　　　　　　
団体名・事業名 事業内容

特定非営利活動法人　島スクエアプラス 
▶小規模菜園農産物流通のしくみづくり 
～目指すは地域活性化と高齢者健康寿命の伸長～

高齢者が生産している農作物を集荷し、販売することを推進す
るとともに、若者との交流に参加してもらう体制整備を行った。

特定非営利活動法人　ふるさと里山救援隊 
▶久賀地区棚田再生事業 
～周防大島全域への展開を視野に地域創生のトッ
プステージへ～

久賀地区山間部の里山環境を活用・再生するための、棚田整備
やトレッキングルート整備を行うとともに各種イベントを行っ
た。

「花の咲く夕日の里づくり」の会 
▶外入地域の耕作放棄地を整備し花木を植え、旧
跡と景観を生かして地域の活性化を図る

耕作放棄された畑などの整備を進め、花木の植樹を行うととも
に、旧往還道を整備し案内看板を設置するなど地域外からの誘
客を進めた。

地域支援任意団体　スマイルエンジョイ 
▶障がい者居場所地域づくり活動

障害を持つ人・その家族などが安心して過ごせる居場所「えん」
において障害の有り無しに関わらず同じ時間を一緒に過ごす
ことにより、相互理解や支え合いの環境づくりを行った。

安下庄海の駅を目指す会 
▶世界へ発信する海の駅‐ビジネスモデルづくり‐

海の駅の開設を目指し、６次産業化に向けた水産加工品の開発・
販売を行うとともに、ヨット等の受け入れ態勢の整備やクルー
ジングの整備を行った。

周防大島を有機の島にする会 
▶有機農業の普及・有機農家の支援・有機農産物
マーケットづくり

有機農業の普及のため先進地の事例を学ぶとともに、町内有機
農家等を取材し報告書を作成、学校給食への食材提供に向けた
課題検討などを行った。

◆対象団体
　周防大島町を主たる活動範囲とし、３名以上で構成され、政治・宗教・営利のみまたは団体の運営経費・
備品等の取得を目的としない団体（ただし、同一内容で 3 年度認定を受けた事業は除く）
◆対象事業
①新たな個性や特性を育むネットワークやシステムを形成する事業
②地域の個性や特性に磨きをかける人材育成事業、魅力発揮事業
③住民参画による地域づくりの機運を育むイベント、ワークショップ等の開催事業
◆補助金額
　一団体への支援は、事業費の９割以内とし、新規の活動や小規模な活動を立ち上げ、実施するスタートアッ
プ支援事業については上限 20 万円、活動の定着・自立化を図るステッ
プアップ支援事業については上限を 50 万円とします。支援限度額に
事業規模を合わせる必要はありません。
※補助金額は、審査の結果により減額となる場合があります。なお、　
　平成３０年２月末までに事業が終了するようにしてください。
※募集要項や様式は、町ホームページまた各総合支所で入手できます
　ので、ご応募ください。
◆募集期限　５月 12 日㈮　必着
◆問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

●地域づくり活動支援事業応募要領●

　町では、平成 29 年度に地域づくりを目的とした事業を行う団体に対し、予算の範囲内で活
動を支援するための補助金を交付する事業を実施します。
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平成 28 年度の文化振興事業を活用した取り組み　　　　　　　　　　　
団体名・事業名 事業内容

周防大島観光ボランティアガイドの会
▶ふるさとの観光ガイド

周防大島を訪れる観光客に町のすばらしさを知っていただくため、親
切丁寧をモットーに史跡や文化財等のガイド活動を行った。

ふるさと大島学習館
▶古代大島を探る

古代の大島に目を向け、古代社会の誕生当時の様子を知ることで地域
のパワーを再認識し、文化活動の活性化を図った。

ふるさと学習会
▶ふるさとの文化探究

現地学習や講師を招いての座学を通じ、大島の素晴らしさへの理解を
深め、学校や生涯学習の場を通じて語り継いでいった。

宮本常一資料保存研究協議会
▶物づくりの企画展－鍛冶屋道具が語
る周防大島の歴史と文化

鍛冶屋道具と周防大島の鍛冶技術で生産された製品のパネル展示や鍛
冶技術関連の文化講演会を実施した。

amie（アミー）
▶０歳からの参加型生演奏事業

音楽が幼児の心身の発達に及ぼす良い結果が発表されていて、音楽活
動に取り組む愉快な演奏家たちが参加型生演奏コンサートを行った。

●文化振興事業応募要領●

◆対象団体
　周防大島町を主たる活動範囲とし、３名以上で構成され、政治・宗教・
営利のみまたは団体の運営経費・備品等の取得を目的としない団体（ただ
し、同一内容で 3 年度認定を受けた事業は除く）
◆対象事業
①地域文化の振興と地域文化の創造を図る事業
②地域文化に親しむ環境づくりを育成する事業
③地域文化の高揚を図り、住民参加型の文化振興に資する事業
◆補助金額
　一団体への補助金は、対象事業費の９割以内とし、上限を２０万円とします。
※補助金額は、審査の結果により減額となる場合があります。なお、平成３０年２月末までに事業が終了
　するようにしてください。
※募集要項や様式は、町ホームページまた各総合支所で入手できますので、ご応募ください。
◆募集期限　５月 12 日㈮　必着
◆問い合わせ　社会教育課　☎０８２０（７８）２２０５

　町では平成 29 年度に、教養・文化に対する意識を高め、豊かな感性と創造性を育むことを
目的とした事業を行う団体に対し、文化の振興に資するための補助金を交付する事業を実施し
ます。

平成 29 年度出張年金相談《予約制》

■開設場所　久賀総合センター
■開 設 日　毎月第３火曜日
■開設時間　午前 10 時から正午まで
　　　　　　午後１時から４時まで

■予約　相談希望日の前月１日から受け付けています。
※年金手帳、年金証書、振込通知書等、本人であることを
　確認できるものを必ずご持参ください。本人以外の方が
　相談される場合は、身分証明書（運転免許証等）と本人
　からの委任状が必要となります。
■申し込み・問い合わせ　岩国年金事務所　

☎０８２７（２４）２２２２
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地域で支えあうボランティアの輪を

　

３
月
４
日
、
沖
家
室
島
に
お
い
て
「
白
木
半
島
地
区
に
お
け
る
や

ま
ぐ
ち
元
気
生
活
圏
の
進
展
に
向
け
て
」
と
題
し
て
、
明
治
大
学
教

授
の
小
田
切
徳
美
先
生
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地

域
振
興
を
目
的
に
、
同
地
区
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
設
立
を
目

指
し
て
い
る
準
備
委
員
会
の
取
り
組

み
の
一
助
に
と
、（
一
財
）
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
が
開
い
た
も
の
で
、
地

域
住
民
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
農
山
村
の
現
状
を
踏
ま

え
、
地
域
資
源
の
活
用
な
ど
で
の
地
域

再
生
や
近
年
の
田
園
回
帰
の
流
れ
に
対

す
る
住
民
主
導
の
空
き
家
利
用
や
仕
事

の
創
出
な
ど
、
全
国
の
事
例
を
紹
介
。

地
域
の
抱
え
る
問
題
を
自
分
た
ち
の
問

題
と
し
て
捉
え
、
具
体
的
に
可
能
性
を

展
望
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

な
ど
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

白木半島の地域振興を考える ゆ
め
ほ
っ
ぺ
出
荷
は
じ
ま
る

　

ゆ
め
ほ
っ
ぺ
の
選
果

が
３
月
15
日
、
久
賀
の

Ｊ
Ａ
山
口
大
島
柑
橘
選

果
場
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ゆ
め
ほ
っ
ぺ
の
品
種
名
は
せ
と
み
で
、
せ
と
み

の
中
で
も
糖
度
13
・
５
度
以
上
、
酸
度
1
・
35
％

以
下
の
も
の
を
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
と
し
て
出
荷
し
て
お

り
「
や
ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
裏
年
で
出
荷
量
２
２
０
ト
ン
（
せ
と
み

含
む
）
と
昨
年
よ
り
や
や
少
な
く
な
る
見
込
み
で

す
が
、
生
産
者
の
努
力
に
よ
り
例
年
並
み
の
品
質

に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
主
に
県
内
や
京
阪
神
方
面

の
市
場
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
で
介
護
予
防
活
動
や
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
養

成
し
よ
う
と
、２
月
19
日
か
ら
約
１
カ
月
間
「
介
護
予
防
・

生
活
支
援
担
い
手
養
成
講
座
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
化
の
進
行
や
高
齢
者
世
帯
が
増
加
す

る
中
で
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
介
護
予
防
や
生
活
支
援

の
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
企

画
し
た
も
の
で
、
計
４
回
の
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
高
齢
者
を
支
援
す
る
に
あ
た
っ
て
の
心

構
え
や
注
意
点
を
は
じ
め
、
高
齢
者
の
特
性
や
認
知
症

に
関
す
る
こ
と
な
ど
様
々
な
講
義
が
行
わ
れ
、
今
後
、
地

域
内
で
の
支
え
合
い
は
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る

こ
と
か
ら
、
受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聴
講
さ
れ

ま
し
た
。

▶
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
開
き
で

初
荷
を
祝
い
ま
し
た

▶
「
前
向
き
で
輝
い
て
い
る
地

域
は
地
域
づ
く
り
の
好
循
環
を

生
ん
で
い
る
」
と
小
田
切
先
生

最
終
日
に
は
3
回
以
上
受
講

さ
れ
た
62
名
の
方
へ
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
し
た

「高齢者の特性をよく知って対応す
ることが大切」と講義にあたられた
大島郡医師会長の嶋元徹先生

▶

◀
一
つ
一
つ
丁
寧
に
箱
詰

め
さ
れ
た
ゆ
め
ほ
っ
ぺ

◀
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【Ｐ８ちょび塩クイズ答え 】　②約 1.5g　④約 2g　③約 2.5g　①約 3g　　
　でき上がりには具材の食塩もプラスされるため、さらに食塩相当量は多くなります。
作り方に表示されている規定量より少なめに使用することでちょび塩になります。

　

２
月
末
の
ま
だ
肌
寒
い
あ
る
１
日
、
屋

代
の
竹
林
で
「
竹
き
り
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
毎
年
1
回
、
地
元
の
３

団
体
が
一
緒
に
な
っ
て
周
防
大
島
の
竹
林

整
備
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
は
60
名
近
く
の
参
加
者
で
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
り
、
の

こ
ぎ
り
を
腰
に
吊
る
し
急
斜
面
の
竹
林
へ

分
け
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

竹
を
切
る
に
は
ま
ず
、
倒
す
側
に
「
受

け
口
」
を
入
れ
、
竹
の
直
径
の
３
分
の
１

ほ
ど
ま
で
水
平
に
切
込
み
を
入
れ
た
ら
逆

側
か
ら
「
追
い
口
」
を
入
れ
、
切
り
口
を

繋
げ
ま
す
。
倒
す
と
き
は
「
倒
れ
る
ぞ
～
」

と
周
り
に
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
一
本
一

本
切
っ
て
い
き
ま
す
。
10
数
メ
ー
ト
ル
も

あ
る
長
い
竹
が
ド
ス
ー
ン
と
倒
れ
大
迫
力

で
す
。
切
り
倒
す
作
業
は
気
持
ち
よ
く
、

参
加
者
の
方
が
お
昼
休
憩
も
そ
こ
そ
こ
に

早
く
切
り
た
い
と
い
う
竹
切
り
の
血
が
騒

ぐ
の
も
分
か
る
気
が
し
ま
し
た
。

　

整
備
が
進
む
に
つ
れ
て
竹
が
密
集
し
て

日
陰
で
薄
暗
か
っ
た
竹
林
も
所
々
に
日
が

差
し
込
み
綺
麗
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
主
に
竹
を
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、

上
で
竹
を
手
際
よ
く
切
る
お
じ
さ
ま
達
の

姿
は
頼
も
し
く
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ま
せ

ん
。
竹
を
切
り
、
支
え
、
声
を
掛
け
合
い

な
が
ら
リ
レ
ー
の
よ
う
に
上
か
ら
下
へ
運

ぶ
作
業
は
み
ん
な
が
い
る
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
欲

し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

さ
て
、
次
回
の
海
そ
う
じ
は
4
月
22
日

㈯
午
後
３
時
か
ら
逗
子
ヶ
浜
で
行
い
ま
す
。

当
日
は
筏
八
幡
宮
で
周
防
大
島
の
農
産
物
、

加
工
品
を
販
売
す
る
ア
ー
ス
デ
イ
の
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
お
買
い
物
帰
り
に
ご

参
加
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

周防大島町定住促進協議会
☎０８２０（７４）１００７

▲次々と竹を切り、運び出す参加者

15

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
第
21
回
サ
ザ
ン
・
セ
ト
大

島
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、
3
月
25
日
か
ら
３
日

間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
今
回
も
愛
知
県
や
兵
庫
県

な
ど
遠
方
の
チ
ー
ム
を
含
む
48
チ
ー
ム
が
参
加
し

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
概
ね
天
候
も
よ
く
、
各
チ
ー
ム
と
も

好
ゲ
ー
ム
を
展
開
。
決
勝
戦
は
み
つ
や
の
里
Ｆ
Ｃ 

Ｕ
‐
12
（
広
島
県
）
と
黒
石
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
（
宇
部
）
と
の
対
戦
と

な
り
、
延
長
戦
の
末
２
対

０
で
み
つ
や
の
里
Ｆ
Ｃ 

Ｕ

‐
12
が
初
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
元
勢
も

久
賀
ス
ポ
少
が
８
位
に
入

賞
す
る
な
ど
健
闘
を
み
せ

ま
し
た
。

「
想
い 

つ
な
げ
る
春
」
サ
ザ
ン
・
セ
ト
大
島
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

浮島小タイムカプセル

　

浮
島
小
学
校
の
70
周
年
を
記
念
し
て
、

３
月
18
日
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
卒
業
式
の

後
、
同
校
の
敷
地
内
に
お
い
て
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
の
埋
設
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
は
児
童
や
地
域
の

方
々
の
手
紙
や
作
品
な
ど
が
多
数
入
れ
ら

れ
、
こ
の
日
卒
業
を
迎
え
た
砂
田
萌
花
さ

ん
ら
全
校
児
童
11
人
の
手
で
封
入
さ
れ
ま

し
た
。
埋
設
に
あ
た
り
子
ど
も
た
ち
は
将

来
に
向
け
て
「
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
い
た

い
」「
浮
島
が
賑
や
か
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」

「
ま
た
み
ん
な
と
再
会
し
た
い
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
発
表
。「
み
ら
い
ポ

ス
ト
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
は
18
年
後
の
88
周
年
で
掘
り
出
さ
れ
る

予
定
で
す
。

▶
18
年
後
、
子
ど
も
た
ち
は
25
歳
か
ら
30

歳
に
。
夢
が
膨
ら
み
ま
す
。

▶
優
勝
し
た
み
つ
や
の
里
Ｆ
Ｃ  

Ｕ
‐
12
（
後

列
左
は
椎
木
町
長
）
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お知らせ４月

浮
島
航
路
臨
時
船
員
募
集

■
募
集
人
員

・
浮
島
航
路
臨
時
職
員
（
船
長
お

よ
び
甲
板
員
業
務
等
）
１
名
程
度

■
使
用
船
舶
の
概
要

・「
ひ
ら
い
丸
」
19
ト
ン
、
定
員
62

名■
応
募
資
格

・
２
級
小
型
船
舶
操
縦
士
（
特
定

　

操
縦
免
許
）
以
上
の
資
格
を
有

　

す
る
者

・
昭
和
32
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
健
康
な
人

■
勤
務
条
件
等

・
浮
島
在
住
も
し
く
は
浮
島
へ
自

　

分
の
船
で
通
勤
可
能
な
方

・
定
期
便
の
船
長
お
よ
び
甲
板
員

　

業
務
（
船
長
・
甲
板
員
は
交
替

　

制
）　

そ
の
ほ
か
臨
時
運
航
・
上

　

架
作
業
等
あ
り

・
勤
務
日
数　

要
相
談
（
土
・
日
・

　

祝
日
勤
務
あ
り
）

・
勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
午
後

　

６
時
40
分
（
実
働
７
時
間
45
分
）

※
勤
務
時
間
外
で
臨
時
運
航
あ
り

・
賃
金　

町
規
定
に
よ
る

■
採
用
期
間

　

６
月
１
日
～
11
月
30
日
（
更
新

の
場
合
あ
り
）

■
申
し
込
み
方
法

　

５
月
2
日
㈫
必
着
で
履
歴
書
お

よ
び
小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
証

（
特
定
操
縦
免
許
）
の
写
し
を
郵
送

も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
４
月
28
日
㈮
ま
で

の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
る
。

■
面
接
日
・
場
所

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２

　

政
策
企
画
課
地
域
振
興
班　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

税
務
課
臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員　

１
名

■
勤
務
場
所

　

税
務
課
（
大
島
庁
舎
）
お
よ
び
各

総
合
支
所

■
勤
務
内
容
等

　

税
務
課
に
関
す
る
業
務
（
事
務
補

助
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
）

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
日　

週
３
日
程
度

・
勤
務
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４

時　■
採
用
期
間

　

６
月
１
日
～
11
月
30
日
（
更
新

の
場
合
あ
り
）

■
申
し
込
み
方
法

　

５
月
2
日
㈫
必
着
で
履
歴
書
を
郵

送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考

　

書
類
調
査
・
面
接
等
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

■
面
接
等　

別
途
通
知
し
ま
す
。

募
集

■
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２　

　

税
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

橘
総
合
支
所
宿
直
職
員
募
集

■
募
集
人
員　

１
名

■
勤
務
場
所

　

橘
総
合
支
所
（
西
安
下
庄
）

■
勤
務
内
容
等

　

電
話
等
の
対
応
や
各
種
届
出
の
受

付
等
の
宿
直
業
務

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
日　

毎
週
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
含
む
）

・
勤
務
時
間　

午
後
５
時
15
分
～
翌

日
の
午
前
８
時
30
分

・
報
酬
等　

町
規
定
に
よ
る

■
採
用
期
間

　

５
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

（
更
新
の
場
合
あ
り
）

■
申
し
込
み
方
法

　

４
月
25
日
㈫
必
着
で
履
歴
書
を
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
等　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
８
０
６ 

　

周
防
大
島
町
西
安
下
庄
３
９
２
０

‐
３

　

橘
総
合
支
所

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
０

周
防
大
島
町
農
業
委
員
会
事

務
局
臨
時
職
員
募
集

■
募
集
人
員　

事
務
職
員
１
名

■
勤
務
場
所

　

周
防
大
島
町
農
業
委
員
会
事
務
局

（
周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４　

役

場
久
賀
庁
舎
農
林
課
内
）

■
勤
務
内
容
等

　

周
防
大
島
町
農
業
委
員
会
事
務
局

の
資
料
作
成
、
デ
ー
タ
入
力
、
窓
口

で
の
受
付
、
電
話
対
応
そ
の
他
接
客

業
務
等

※
パ
ソ
コ
ン
の
操
作(

エ
ク
セ
ル
、

ワ
ー
ド
、
ア
ク
セ
ス
等
の
デ
ー
タ
入

力
や
シ
ス
テ
ム
の
操
作
等)

が
必
要

で
す
。

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分
（
た
だ
し
、土
・
日
・
祝
日
・

12
月
29
日
～
1
月
3
日
を
除
く
）

■
採
用
期
間

　

６
月
１
日
～
11
月
30
日
（
更
新

の
場
合
あ
り
）　

■
申
し
込
み
方
法

　

５
月
2
日
㈫
必
着
で
履
歴
書
を
郵

送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考

　

書
類
審
査
、
面
接
等
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

■
面
接
等　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４
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周
防
大
島
町
農
林
課
内
農
業
委
員

会
事
務
局

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

周
防
大
島
町
奨
学
生
募
集

　

周
防
大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
規

則
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
（
向
学
心
に
富
み
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
人
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
貸
与
額　

月
額
２
万
円

■
申
し
込
み
方
法

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
（
総

務
課
）
ま
た
は
久
賀
・
大
島
・
橘

の
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
貸
与

願
お
よ
び
そ
の
他
必
要
書
類
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
返
還
方
法

　

卒
業
後
１
カ
年
を
経
過
し
た
翌

月
か
ら
、
貸
与
を
受
け
た
期
間
の

２
倍
の
期
間
内
に
、
そ
の
全
額
を

月
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

５
月
15
日
㈪
ま
で
に
周
防
大
島
町

教
育
委
員
会
（
総
務
課
）
ま
た
は
久

賀
・
大
島
・
橘
の
各
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

語
学
留
学
生
募
集

　

夏
休
み
期
間
中
に
「
フ
ィ
リ
ピ

ン
セ
ブ
島
」
で
の
語
学
留
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
研
修
先

　

フ
ィ
リ
ピ
ン  

セ
ブ
島

■
研
修
期
間

　

８
月
６
日
㈰
～
８
月
19
日
㈯

（
予
定
）

■
対
象
者

　

高
校
（
公
立
・
私
立
）
ま
た
は

高
等
専
門
学
校
の
１
～
３
学
年
に

在
学
す
る
生
徒
で
、
い
ず
れ
も
町

内
に
住
所
を
有
し
、
英
語
学
習
に

意
欲
を
お
持
ち
の
方
。

■
募
集
人
数　

10
名

■
参
加
費
用

　

経
費
（
約
30
万
円
）
の
内
、
15
万

円
を
上
限
と
し
、
町
か
ら
補
助
し
ま

す
。（
別
途
、
海
外
旅
行
保
険
・
旅

券
取
得
費
用
等
自
己
負
担
あ
り
）

■
募
集
期
間　

５
月
19
日
㈮
ま
で

■
応
募
方
法

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

応
募
者
多
数
の
場
合
、
教
育
委

員
会
に
お
い
て
選
考
会
を
開
き
、

第
一
次
選
考
（
書
類
・
作
文
）
第

二
次
選
考
（
日
本
語
お
よ
び
英
語

に
よ
る
面
接
）
を
経
て
研
修
生
を

決
定
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
総
務
課　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

周
防
大
島
町
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
員
募
集

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

向
け
た
地
域
か
ら
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
、「
周
防
大
島
町
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」
を

募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

周
防
大
島
町
内
在
住
ま
た
は
県

内
在
住
で
周
防
大
島
町
に
勤
務
さ

れ
て
い
る
満
18
歳
以
上
で
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
熱
意
と
識
見
を
有

す
る
人

■
任
期

　

委
嘱
し
た
日
か
ら
平
成
30
年
3

月
31
日
ま
で

■
活
動
内
容

１　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
住
民
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
普
及
啓
発
・
情
報
提
供

２　

住
民
に
対
し
、
そ
の
求
め
に
応

じ
日
常
生
活
に
関
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
の
抑
制
な
ど
の
た
め
の
措

置
に
つ
い
て
の
調
査
・
助
言

３　

県
、
町
、
山
口
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
取
り
組
み
へ
の
参
加
・
協
力

■
応
募
方
法

　

生
活
衛
生
課
窓
口
に
備
え
付
け

特　設　人　権　相　談　所
日　　時　５月１日㈪午前９時 30 分～正午
場　　所　大島庁舎
相談内容　差別、いじめ、嫌がらせ等人権に関する問題
相 談 員  人権擁護委員
問い合わせ　福祉課　
　　　　　☎０８２０（７７）５５０５
※悪天候により警報等が発令された場合は中止になることがあります。

の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
も
し
く
は
持
参
（
各

総
合
支
所
・
出
張
所
で
も
可
）
し

て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
期
限　

　

5
月
15
日
㈪

※
期
限
後
に
お
い
て
も
、
応
募
が

あ
れ
ば
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
４
７
９
９
‐
１

　

生
活
衛
生
課

☎
０
８
２
９
（
７
９
）
１
０
１
２

無
料
法
律
相
談

■
日
時

　

５
月
25
日
㈭

　

午
後
２
時
～
４
時

　
（
受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
）

・
受
付
時
間
内
に
お
い
て
先
着
順
に

受
付
を
行
い
ま
す
。

・
電
話
等
に
よ
る
事
前
予
約
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
裁
判
所
で
係
争
中
の
案
件
で
あ
る
場

合
は
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
場
所

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

２
階
特
別

会
議
室
（
岩
国
市
三
笠
町
１
‐
１
‐
１
）

■
相
談
内
容

　

金
銭
、
不
動
産
、
家
庭
関
係
等
の

法
律
上
の
問
題

■
相
談
担
当
者

　

山
口
県
弁
護
士
会（
岩
国
地
区
会
）

所
属
の
弁
護
士

■
主
催

　

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部
、
山

口
家
庭
裁
判
所
岩
国
支
部
、
山
口
県

弁
護
士
会
岩
国
地
区
会

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部
庶
務
係

☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
６
１

相
談
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囲
気
の
中
で
ひ
ざ
を
交
え
て
話
し

合
い
を
行
い
、
町
民
の
「
声
」
を

聴
く
意
見
交
換
会
「
町
長
と
の
意

見
交
換
会
（
ワ
ン
テ
ー
マ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
）」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
で
、
5
名
か
ら

10
名
程
度
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る

団
体
が
対
象
で
す
。
団
体
を
構
成

し
て
い
な
い
場
合
で
も
代
表
者
を

決
め
て
申
し
込
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

9
時
ま
で
の
１
時
間
と
し
、
開
催

日
は
別
途
調
整
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課
広
報
情
報
統
計
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

山
口
県
下
水
道
協
会
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
の
実
施
に

つ
い
て

■
試
験
日

　

７
月
11
日
㈫

■
試
験
会
場

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
（
山
口

市
秋
穂
二
島
１
０
６
２
）

■
受
付
期
間

　

４
月
24
日
㈪
～
５
月
16
日
㈫

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

山
口
県
下
水
道
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
下
水
道
協
会

☎
０
８
３
５
（
２
３
）
２
５
２
３

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
の

お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
等
が
所
有
も
し
く

は
使
用
す
る
軽
自
動
車
等
に
つ
い

て
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
は
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
。
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

期
限
は
５
月
31
日
㈬
で
す
。

　

な
お
、
減
免
の
で
き
る
自
動
車

は
１
人
の
障
害
者
に
つ
き
普
通
自

動
車
を
含
め
、
１
台
に
限
ら
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
た
は

柳
井
県
税
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

○
軽
自
動
車
税

　

税
務
課 

課
税
第
1
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

○
自
動
車
税

　

柳
井
県
税
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
２
１
２
１

町
長
と
の
意
見
交
換
会

ワ
ン
テ
ー
マ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
町

政
運
営
に
参
画
す
る
仕
組
み
と
し

て
、
町
長
自
ら
が
町
民
の
皆
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
出
向
き
、
自
由
な
雰

実施日 時間 場所

５月１１日㈭

１１: ００～１２: ００ 東和総合センター（平野）

１３: ３０～１４: ００ 油宇公民館

１４: ３０～１５: ００ 役場油田出張所（伊保田）

１５: ３０～１６: ３０ 役場和田出張所

５月１２日㈮

    ９: ００～１１: ３０ 役場日良居庁舎（土居）

１３: ００～１３: ３０ 佐連会館

１４: ００～１４: ３０ 旧沖家室小学校

５月１５日㈪
１１: ００～１２: ００ 商工会東和支所（西方）

１３: ３０～１５: ００ 役場白木出張所（外入）

５月１６日㈫
１１: ００～１２: ００

および
１３: ００～１５: ００

大島文化センター（小松）

５月１７日㈬
１１: ００～１２: ００ 蒲野農村環境改善センター（東三蒲）

１３: ３０～１５: ００ 沖浦農村環境改善センター（戸田）

５月１８日㈭
１１: ００～１１: ３０ 椋野公民館

１３: ００～１５: ００ 農業者健康管理センター（久賀）

５月１９日㈮
１１: ００～１２: ００

および
１３: ００～１５: ００

たちばなケアプラザ（西安下庄）

※平成 29 年 5 月 22 日㈪から同年 7 月 31 日㈪まで　
の検査場は、山口県計量協会において実施します。（事
前連絡必要）
■連絡先　☎ 083（986）2591 または 2592
※前回の「橘総合支所」は「たちばなケアプラザ」に
変更しました。

　

周
防
大
島
町
下
水
道
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
４

は
か
り
の
定
期
検
査　

～
今
年
は
定
期
検
査
受
検
の

年
で
す
～

　

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
う
「
は

か
り
」
は
計
量
法
の
定
め
に
よ
り
、

２
年
に
１
回
行
わ
れ
る
定
期
検
査

に
合
格
し
な
け
れ
ば
、
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
、
定
期
検
査
の
年
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

「
は
か
り
」
を
お
持
ち
の
方
は
必
ず

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

関
係
者
の
方
（
平
成
27
年
に
受

検
さ
れ
た
方
）
に
は
、
事
前
に
郵

送
で
通
知
し
ま
す
が
、
取
引
・
証

明
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
を
所

有
し
て
い
る
の
に
通
知
が
届
か
な

い
方
は
、
商
工
観
光
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
「
取
引
・
証
明
」
に
つ
い
て

・「
取
引
」
と
は
、
有
償
、
無
償
を

問
わ
ず
、
物
ま
た
は
役
務
の
給
付

を
目
的
と
す
る
業
務
上
の
行
為
。

（
は
か
り
を
使
っ
て
物
品
を
売
買

し
た
り
、
運
送
・
保
管
等
に
伴
う

料
金
を
決
め
る
場
合
な
ど
）

・「
証
明
」
と
は
、
公
に
ま
た
は
業

務
上
他
人
に
一
定
の
事
実
が
真
実

で
あ
る
旨
を
表
明
す
る
こ
と
。（
は

か
り
で
量
っ
た
重
量
を
相
手
等
へ

知
ら
せ
る
行
為
で
、
病
院
や
学
校

ま
た
は
保
育
園
な
ど
で
健
康
診
断

等
に
用
い
る
も
の
な
ど
）

■
検
査
に
持
参
す
る
も
の

　

は
か
り
本
体
（
清
掃
し
た
も

の
）、
手
数
料

※
た
だ
し
、
計
量
士
に
よ
る
代
行

　

検
査
を
受
け
て
い
る
も
の
、
検

　

定
等
に
合
格
し
て
間
の
な
い
も

　

の
等
は
、
こ
の
検
査
を
受
け
る

　

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
商
工
観
光
課　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

　
（
一
社
）
山
口
県
計
量
協
会

☎
０
８
３
（
９
８
６
）
２
５
９
１

はかりの定期検査実施日程

お
知
ら
せ
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お知らせ４月

臨時福祉給付金 ( 経済対策分 ) とは
　平成２６年４月の消費税率の引き上げに伴い、所得の少ない方への影響を緩和するため、暫定的・臨
時的な措置として国から支給される給付金です。
　今回は、消費税率再引上げ（８→１０％）と軽減税率の導入が２年半延期されたことを踏まえ、また
経済対策の一環として、平成２９年４月から平成３１年９月までの２年半分を一括して支給します。

■対象者　平成２８年度臨時福祉給付金（３千円）の支給対象者と同じで
す。平成２８年１月１日時点で、周防大島町に住民票があり、平成２８年
度分の町民税（住民税）が課税されていない方。
　ただし、住民税が課税されている方に扶養等されている方や、生活保護
制度の被保護者となっている方などは対象外です。
■給付額　対象者１人につき１万５千円
■申請手続き　給付の対象となる可能性のある方へ、４月上旬に郵便（封
書）でご案内しています。申請書の記載内容を確認いただき、必要事項等
を記入・押印のうえ必要資料（身分証明書の写しや通帳のコピー等）と共に、
最寄りの役場総合支所・出張所または福祉課へご提出ください。（返信用
封筒による郵送提出も可能です。）
■申請受付期間　４月１０日㈪～７月１０日㈪
■申請方法に関するお問い合わせ
　福祉課　民生福祉班　☎０８２０（７７）５５０５
　※市町村民税の課税状況の確認は、電話による回答はできません。役場税務課または総合支所の窓口でご
確認ください。
■制度に関するお問い合わせ
　厚生労働省　給付金専用ダイヤル　☎０５７０（０３７）１９２

臨時福祉給付金 ( 経済対策分 ) が支給されます！

「臨時福祉給付金」を装う “振り込め詐欺” や “個人情報の詐取” にご注意ください。
ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、迷わず、福祉
課☎ 0820（77）5505 や周防大島町幹部交番☎ 0820（72）0110（または警察相談専用電話（♯ 9110））にご連絡ください。

！

確認じゃ！

申請じゃ！

軽減率と税率

車種 標準税率
（年額）

（１）税率を概ね  
　75％軽減

平成１７年排出ガス基準
75％低減達成車（★★★★）

（2）税率を概ね
　　50％軽減

（3）税率を概ね
　　25％軽減

軽自動車

三輪のもの 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪以上の

もの

乗用　
営業用 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円

自家用 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円

貨物用
営業用 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円

自家用 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円

　平成 28 年度税制改正によりグリーン化特例（軽課）の適用期限が１年延長されることとなりました。これにより、平
成 28 年 4 月から平成 29 年 3 月までに新規登録（※1）された以下の四輪車等の軽自動車は、平成 29 年度分の軽自動車
税に限り、軽減税率が適用されます。
※１…新規登録とは、今までに車両番号の指定を受けたことのない軽自動車を新たに使用するときに受ける検査です。 
　　　初めての新規登録は、自動車検査証の「初度検査年月」で確認できます。

　（1）電気自動車および天然ガス自動車（ポスト新長期規制からＮＯｘ 10％低減）
　（2）軽乗用車（平成 32 年度燃費基準＋ 20％達成）、軽貨物車（平成 27 年度燃費基準＋ 35％達成）
　（3）軽乗用車（平成 32 年度燃費基準達成）、軽貨物車（平成 27 年度燃費基準＋ 15％達成）

軽自動車税のグリーン化特例（軽課）の延長について
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お知らせ４月

催
し

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
春
コ
ー
ス
～

●
豆
腐
と
お
か
ら
料
理
づ
く
り

・
日
時

　

５
月
11
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

・
場
所    

工
房
ふ
き
の
と
う
（
志
佐
）

・
持
参
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
巾

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

４
月
28
日
㈮

※
昼
食
あ
り

●
夏
み
か
ん
の
加
工
品
づ
く
り

・
日
時

　

５
月
13
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
場
所　

橘
地
区
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
（
東
安
下
庄
）

・
持
参
物

　

水
を
通
さ
な
い
エ
プ
ロ
ン
、
マ

ス
ク
、
三
角
巾
、
砂
糖
３
㎏

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

５
月
１
日
㈪

※
昼
食
あ
り

●
健
康
茶
と
郷
土
料
理
づ
く
り

・
日
時

　

５
月
15
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

　周防大島町で収集しているごみにはいろいろな種類があって、
ごみの収集日は種類や、地域ごとに決まっているよ。みんなの
家に配布されている「ごみ収集カレンダー」をよく確認してね。
　また、ごみを出す時間も決まっているから、注意してね。
特に可燃ごみは、ごみ出しの日時を間違えると、悪臭が出た
り動物に荒らされたりして、収集できなくなることがあるよ。
それに、他のごみでも遅い時間に出すと、収集されないで取
り残されてしまうことがあるよ。
　これらのルールを守ることができないと、ごみ収集ステー
ションを管理している自治会に迷惑がかかるよ。ルールをしっ
かり守ろうね！

ごみの出し方講座 「ごみ出しの日時」について

みかんちゃんの

■問い合わせ　生活衛生課　☎０８２０（７９）１０１２

〇「ごみ収集カレンダー」をよく確認し、出す日を間違えないようにしよう！
〇  ごみ出しの時間を守ろう！

今回のポイント！

・
場
所　

し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン

タ
ー
（
小
松
）

・
持
参
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
巾

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

５
月
２
日
㈫

※
昼
食
あ
り

　　

各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

※３Ｒとは？
Reduce（リデュース）　廃棄物の発生抑制（ごみを減らす）
Reuse（リユース）　　  再使用（何度も使う）
Recycle（リサイクル）   再資源化（資源に戻す）

「みかんちゃん」は、
周防大島町の３Ｒ
推 進 マ ス コ ッ ト
キャラクターです。

や な い 警 察 署
だ
よ
り

■問い合わせ　
　周防大島幹部交番（周防大島地域安全センター）    
☎０８２０（７２）０１１０
　柳井警察署　
☎０８２０（２３）０１１０

「周防大島幹部交番の移転」
等について

　周防大島幹部交番
は、３月３０日から、
周防大島地域安全セ

ンターとして、役場久賀庁舎前に移転し、免許
更新等の事務を含めた業務を行っています。
　これに伴い、日良居駐在所が周防大島幹部交
番に統合され、警察官連絡所となりました。
　また、森野駐在所についても、和田駐在所の
廃止に伴い、４月１日から２人制の駐在所とし
て業務を行っています。
　今後も署員一同、安全・安心なまちづくり
に ま い 進 し て
いきますので、
ご 理 解、 ご 協
力 を お 願 い し
ます。
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

佐
原　

聡
子

　
（
周
防
大
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

お知らせ４月

自
分
ら
し
く
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に

　　

本
町
は
、
高
齢
化
率
が
52
％
と
な
り
、
２
人
に

１
人
以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
６
人
に
１
人

が
認
知
症
高
齢
者
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
、
認
知
症
は
人
ご
と
で

は
な
く
、
地
域
で
考
え
て
い
く
問
題
で
あ
り
、
認

知
症
の
人
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
地
域
で
認
知
症
の
人
を
支
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

認
知
症
と
は
、
様
々
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が
壊

れ
た
り
、
働
き
が
悪
く
な
る
た
め
に
起
こ
る
も
の

で
、
誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症

に
な
る
と
、
何
も
わ
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
実
は
周
囲
が
気
づ
く
前
か
ら
、
本
人
は
何

か
お
か
し
い
と
感
じ
、
自
分
に
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
分
か
ら
ず
、
混
乱
し
ま
す
。
一
番
苦
し
く
、

悲
し
く
感
じ
て
い
る
の
は
本
人
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
、
自
分
が
も
し
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
の
よ

う
に
接
し
て
も
ら
い
た
い
か
を
考
え
て
み
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
家
族
も
本
人
の
状
況
を
理
解
し
、
事
実

を
受
け
止
め
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。「
あ

ん
な
に
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
な
い
の
か
」
な
ど
と
本
人
の
状
態
を

理
解
で
き
ず
、
ど
う
接
し
た
ら
よ
い
か
対
応
に
悩

み
ま
す
。
よ
り
身
近
な
人
に
対
し
て
認
知
症
の
症

状
が
強
く
出
る
こ
と
が
多
く
、
家
族
は
負
担
が
大

き
く
な
る
た
め
、
家
族
へ
の
支
援
も
大
切
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
が
、
普
段
か
ら
の
挨
拶

や
日
常
的
に
さ
り
げ
な
い
言
葉
が
け
を
す
る
こ
と

で
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
安
心
し
た
生
活

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

対
応
の
心
得　

３
つ
の
「
な
い
」

 

・
驚
か
せ
な
い　

 

・
急
が
せ
な
い　
　

 

・
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

 

・
ま
ず
は
見
守
る

 

・
余
裕
を
も
っ
て
対
応
す
る

 

・
声
を
か
け
る
と
き
は
一
人
で

 

・
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
な
い

 

・
相
手
に
目
線
を
合
わ
せ
て
や
さ
し
い
口
調
で

 

・
お
だ
や
か
に
、
は
っ
き
り
し
た
口
調
で

 

・
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
ゆ
っ
く
り
対
応
す

　

る
■
認
知
症
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

竜崎温泉温水プール指導日
（４月 21 日～５月 20 日）

実施日

４月 26 日㈬、27 日㈭

５月 10 日㈬、11 日㈭、18 日㈭

 ・65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的とした水
　中運動の指導を行っています。
 ・指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
 ・実施日等は事情により変更することがあります。

◆問い合わせ　
介護保険課　地域包括支援センター

☎０８２０（７３）５５０６

■日時
　４月 29 日㈯祝日
　午前９時 30 分
　　　　　～午後４時
■受付　午前９時～
■スタート会場
　すぱーく大島（西屋代）
※当日受付もあります
■内容　大島八十八か所霊場の内、屋代平野に点
在しているお大師堂をご家族の方などと一緒に、
巡っていただきます。
※軽トラマーケットも同時開催します。出店車募
集中。（軽トラ 500 円、その他軽自動車 1,000 円）
※申し込み締切日４月 20 日㈭まで

問い合わせ　（一社）周防大島観光協会
☎０８２０（７２）２１３４

４月 29 日は
お大師堂めぐり歩け歩け大会

昨年の様子
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 10 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 10 日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＩＶ抗体検査 10 日㈬ 14：00 ～ 16：00

《 ５ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

相談内容 実施日 時間

心の健康相談 16 日㈫ 13：00 ～ 14：00

発達クリニック 11 日㈭ 13：00 ～ 16：00

思春期・ストレス相談 26 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

4 月

21 日㈮

22 日㈯ 島くらす海そうじ〈15：00 ～ 16：00　逗子ヶ浜〉

23 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  野村医院  ☎７６－００１７〉
安下庄海の市〈10：00 ～ 14：00　橘グリーンパーク横〉

24 日㈪

25 日㈫

26 日㈬

27 日㈭ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

28 日㈮

29 日㈯

休日在宅当番医 
〈9:00 ～ 17:00  嶋元医院 ☎７４－２３１０〉

お大師堂めぐり歩け歩け大会
〈9：00 ～受付　すぱーく大島（西屋代）

30 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  安本医院  ☎７３－０８２２〉

5 月

1 日㈪ 特設人権相談所〈9：30 ～ 12：00　大島庁舎〉

2 日㈫

3 日㈬
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  山中クリニック  ☎７２－０１５２〉

4 日㈭
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  おげんきクリニック  ☎７４－２４９０〉

5 日㈮
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  川口医院  ☎７８－０３０６〉

6 日㈯

7 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  正木内科医院  ☎７７－００２１〉

8 日㈪
ちょび塩の日ＰＲ活動〈10:00 ～ 12:00　Ａコープ久賀店〉 
子宮頚がん検診・乳がん検診 

〈13:30 ～ 15:00（受付）沖浦農村環境改善センター〉

9 日㈫ 結核・肺がん検診〈馬ヶ原・油宇・小伊保田地区〉

10 日㈬

結核・肺がん検診〈和田・内入・小泊・和佐・神浦地区〉
ちょびトレ会（当日参加可・参加費無料） 

〈13:30 ～ 15:30　  周防大島町総合体育館〉 
【申込先】健康増進課 健康づくり班  ☎７３－５５０４

11 日㈭
結核・肺がん検診 

〈小積・大積・沖家室・佐連・地家室・白木地区〉

12 日㈮

育児相談〈10:00 ～ 11:30 日良居庁舎〉
こころの相談会【要予約】

〈10:00 ～ 12:00　久賀福祉センター〉 
【申込先】健康増進課 健康づくり班  ☎７３－５５０４

13 日㈯

14 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  安本医院  ☎７３－０８２２〉

15 日㈪ 1 歳 6 か月児健康診査〈13:30 ～（受付）日良居庁舎〉

16 日㈫

結核・肺がん検診〈船越・西方・森野・平野地区〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 久賀福祉センター 1 階和室〉 
結核・肺がん検診（夕方検診） 

〈17:00 ～ 18:30 東和総合センター〉

17 日㈬
結核・肺がん検診〈小松地区〉 
3 歳 6 か月児健康診査〈13:30 ～（受付）日良居庁舎〉

18 日㈭ 結核・肺がん検診〈家房・出井・戸田地区〉

19 日㈮
子宮頚がん検診・乳がん検診 

〈13:30 ～ 15:00（受付）蒲野農村環境改善センター〉

20 日㈯

健康相談などに関するお問い合わせ
健康増進課　☎０８２０（７３）５５０４
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 29 年２月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

２ ０ ２

前年比

－５ ±０ －９

物損事故件数

３９ 前年比 －６

人の動き（４月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １７，０３０人 （97 人減）

男（日本人） ７，７３９人

女（日本人） ９，２０２人

外国人 ８９人 （4 人減）

世帯数 ９，５５０戸 （49 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生        4 人
　　転入    68 人 小計   72 人
減：死亡    51 人
　　転出  114 人 小計  165 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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■開催期間　4 月 7 日㈮～ 8 月 25 日㈮の毎週
　金曜日に予選大会を開催
　星野哲郎先生の誕生日である９月 30 日㈯
　に本選大会を開催
■予選会場　竜崎温泉・グリーンステイなが
　うら・H&R サンシャインサザンセト・片添ヶ
　浜温泉 遊湯ランド
■審査　第一興商「精密採点 DX」による採点
　（※同機種挿入の演歌・ムード歌謡より選曲）
■問い合わせ
　周防大島観光協会　☎ 0820（72）2134

　戦後歌謡界を代表する作詞家である星野哲郎先生の記念館が、ふるさと
周防大島にオープンして今年で 10 周年を迎えます。
　風雪ながれ旅・アンコ椿は恋の花・兄弟船・昔の名前で出ています・
三百六十五歩のマーチなど、数々の名曲を世に送り出した星野えん歌は人
生の応援歌として多くの人に愛されてきました。

　このたび観光協会では「－島に輝け 星野哲郎
えん歌の里－ ふるさとオーディション」と題し
て、島のスターとして優勝者の歌手デビューを
プロデュースするカラオケのど自慢大会を開催
します。
　開館 10 周年を迎える星野哲郎記念館への誘客
はもとより、カラオケに食や温泉等を絡めた旅
行パッケージとして、これまでにない「えん歌
の島」ならではの観光コンテンツを提供してお
客様のおもてなしを目指します。
　町内の方ももちろんご参加いただけますので、
島のスターを目指して素敵な歌声をご披露くだ
さい。

金曜日はえん歌の島で歌合戦

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


